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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】フォルダーツリ―による分類と等価な分類をお
こないつつ、視認性良く、取り出し漏れなく管理する方
法を提供する。
【解決手段】各フォルダについて、そのフォルダが親フ
ォルダとして直接に格納する子フォルダの名称の順序列
である子フォルダ名列を求めた上、同じ子フォルダの名
称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類
語列から、項目別管理データを作成する。項目別管理デ
ータに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である
分類語に基づいて表データを作成する。表上の各セルに
ついて、関連見出し語データの集合を求め、上位フォル
ダの各々について、全パス名を登録した項目管理データ
を特定し、特定した項目管理データの項目名から情報属
性データを作成する。特定の関係にある関連見出し語デ
ータの集合が特定されるセルに、該当の情報のアイコン
を関係付けて出力する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成するステップと、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示するステップと、
からなる方法。
【請求項２】
　表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目
別管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求めるステ
ップと、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
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付けた情報属性データを作成するステップを備え、
作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項
２に記載の方法。　　　　　
【請求項４】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
るステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項２、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力する請求項２、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成するステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項２、請求項３
に記載の方法。
【請求項７】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステップ
を備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
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子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成する請求項１、請求項２、請求
項３、請求項４、請求項５、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成するス
テップと、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成するステップと、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換えるステップと、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成するステップ
と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求めるステップとを備え、
　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力する方法。
【請求項９】
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示するステップと、
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検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項８に記載の方法。
【請求項１０】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除するステップと、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上ににおけるユーザによる
検索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表
データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項８、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性
データを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力する請求項８、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステッ
プを備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成する請求項８、請求項９、請求項１０、請求項１１に記載の方法。
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【請求項１３】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置であって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報管理装置
として、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成する手段と、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成する手段と、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示する手段と、
からなる情報管理装置。
【請求項１４】
　表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目
別管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求める手段
と、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成する手段とを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力する請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成する手段と、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成する手段を備え、
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作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項
１４に記載の装置。　　　　　
【請求項１６】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換える手段と
、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
る手段と、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定する手段とを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項１４、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力する請求項１４、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する手段を備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項１４、請求項
１５に記載の装置。
【請求項１９】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示する手段を備
え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
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ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成する請求項１３、請求項１４、
請求項１５、請求項１６、請求項１７、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の装置によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報出力装置であって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力装
置として、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成する手
段と、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成する手段と、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換える手段と、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成する手段と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求める手段とを備え、
　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力する装置。
【請求項２１】
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示する手段と、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
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た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成する手段とを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換える手段と
、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除する手段と、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上ににおけるユーザによる
検索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表
データを作成する手段と、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定する手段とを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項２０、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性
データを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力する請求項２０、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示する手段を
備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成する請求項２０、請求項２１、請求項２２、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
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され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成するステップと、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示するステップと、
からなる情報管理装置における方法をコンピュータによって実現させるための制御プログ
ラム。
【請求項２６】
　表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目
別管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求めるステ
ップと、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力する請求項２５に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制
御プログラム。
【請求項２７】
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
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作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項
２６に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項２８】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
るステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項２６、請求項２７に記載の方法をコンピュ
ータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項２９】
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力する請求項２６、請求項２７に記載の方法をコンピュータ
によって実現させるための制御プログラム。
【請求項３０】
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成するステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項２６、請求項
２７に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項３１】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステップ
を備え、
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　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成する請求項２５、請求項２６、
請求項２７、請求項２８、請求項２９、請求項３０に記載の方法をコンピュータによって
実現させるための制御プログラム。
【請求項３２】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報出力装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成するス
テップと、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成するステップと、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換えるステップと、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成するステップ
と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求めるステップとを備え、
　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力する方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項３３】
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
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マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項３２に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項３４】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除するステップと、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上ににおけるユーザによる
検索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表
データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項３２、請求項３３に記載の方法をコンピュ
ータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項３５】
　　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性
データを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力する請求項３２、請求項３３に記載の方法をコンピュータ
によって実現させるための制御プログラム。
【請求項３６】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステッ
プを備え、
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　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成する請求項３２、請求項３３、請求項３４、請求項３５に記載の方法をコンピュータ
によって実現させるための制御プログラム。
【請求項３７】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成するステップと、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示するステップと、
からなる方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒
体。
【請求項３８】
　表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目
別管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求めるステ
ップと、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力する請求項３７に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制
御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項３９】
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
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検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項
３８に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記
憶媒体。　　　　　
【請求項４０】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
るステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項３８、請求項３９に記載の方法をコンピュ
ータによって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項４１】
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力する請求項３８、請求項３９に記載の方法をコンピュータ
によって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項４２】
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成するステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
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の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項３８、請求項
３９に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記
憶媒体。。
【請求項４３】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステップ
を備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成する請求項３７、請求項３８、
請求項３９、請求項４０、請求項４１、請求項４２に記載の方法をコンピュータによって
実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。。
【請求項４４】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報出力装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成するス
テップと、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成するステップと、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換えるステップと、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成するステップ
と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求めるステップとを備え、
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　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力する方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した
記憶媒体。
【請求項４５】
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項４４に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した
記憶媒体。
【請求項４６】
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除するステップと、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上ににおけるユーザによる
検索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表
データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項４４、請求項４５に記載の方法をコンピュ
ータによって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項４７】
　　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性
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データを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力する請求項４４、請求項４５に記載の方法をコンピュータ
によって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項４８】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステッ
プを備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成する請求項４４、請求項４５、請求項４６、請求項４７に記載の方法コンピュータに
よって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、デスクトップ環境において、フォルダトゥリ―を用いた情報管理をおこなう情
報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　Windowsをはじめとするデスクトップ環境は、情報を管理する上での管理単位であるデ
ータオブジェクトとして、ユーザが作成したファイル情報のほかに、情報を格納する容器
であるフォルダを設け、1つのフォルダが他のフォルダに収容されることが繰り返される
フォルダの「入れ子」構造によって、情報のトゥリ―構造による管理を実現している。
【０００３】
フォルダー内においては、基本的に１つの視点から見た分類内容である分類語をフォルダ
名とする子フォルダを作成する形で分類がおこなわれるが、複数のフォルダーを「入れ子
」構造に組み合わせたフォルダートゥリ―内においては、同じ視点から見た同じ分類語に
よる分類が、フォルダートゥリ―内の複数のフォルダにおいて反復しておこなわれること
が多い。例えば、図５３において、「２００７年」、「２００８年」、「２００９年」と
いう分類語による分類が、複数のフォルダにおいて繰り返されておこなわれている。
【０００４】
一方、フォルダートゥリ―における分類は、それを構成する1つのフォルダから見て、「
祖先」と「子孫」のフォルダは容易に取り出せるが、それ以外のフォルダを取り出して、
その格納内容を相互に参照し合うことに大きな苦労を要するという問題があり、フォルダ
ートゥリ―の各構成フォルダ（ノード）における分類は、同じ分類であっても、ユーザ側
で分類を規則付けておこなう運用を厳格におこなわない限り、フォルダごとの事情によっ
て非統一的、恣意的におこなわれがちになる。
【０００５】
例えば、「作成年度」という視点から分類するために、あるフォルダ（フォルダＡ）では
、「２００８年、２００９年、２０１０年、２０１１年」という表記が用いられ、別なフ
ォルダ（フォルダＢ）においては、「０８、０９，１０」という別の表記が用いられる。
【０００６】
また、他の１つのフォルダ（フォルダＣ）では、そのフォルダ内の格納情報を「作成年度
」という視点で分類することができるにもかかわらず、該当のフォルダ内の格納情報数が
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少ない場合には、「作成年度」による分類が省かれることも起こり得る。フォルダ内の格
納情報数が十分に少ない場合、「作成年度」に対応した子フォルダを設けた分類をしてお
かなくとも、フォルダ内の各格納情報は、個々に直接に当ることによって弁別できるから
である。
【０００７】
以上のように、フォルダーごとにランダムな形で分類された情報に対して、情報に付与さ
れている分類語をキーワードとする条件検索をおこなうと、次のような検索漏れが生じる
ことになる。すなわち、例えば、上例のフォルダートゥリ―上の情報に対して、「２００
９年」をキーワードとして入力した検索をおこなうと、上記のフォルダＢに含まれ、「０
９」をフォルダ名とするフォルダに含まれる情報
また、
・      フォルダＣ内に含まれ、「２００９年」に作成された情報
は、本来は取り出さるべき情報でありながら出力されないことになる。
【０００８】
また、フォルダートゥリ―上に保存された情報に対する条件検索においては、次のような
検索ノイズの問題も生じる。たとえば、該当のフォルダートゥリ―が、ユーザの「事故」
に関わる情報を保存したものである場合、そこに保存される情報は、「事故発生年度」と
いう視点によっても分類することができ、フォルダートゥリ―上のいくつかのノードにお
いて、「事故発生年度」という視点から、例えば、「２００８年、２００９年、２０１０
年、２０１１年」という分類語によって分類がおこなわれることになる。
【０００９】
このフォルダートゥリ―上の保存情報の中から、例えば、「事故発生年度」が「２００９
年」である情報を取出すために、「２００９年」をキーワードとして入力した検索をおこ
なうと、ユーザにとっては不要な情報である、「作成年度」が「２００９年」である情報
も合わせて取り出されることになる。
【００１０】
以上に述べたフォルダートゥリ―による分類に係わる問題は、分類方法として木構造を取
ることによって生じる問題である。検索漏れは、フォルダートゥリ―の各分類ノード間の
相互の非参照性、非統制性に起因し、検索ノイズは、フォルダートゥリ―上の各ノードに
おける分類が、その分類上の視点である項目と対応付けられない形でおこなわれることに
よって生じるものである。現在のところ、フォルダートゥリ―を用いて情報を分類管理す
る環境において、以上のような検索漏れ、検索ノイズに対してその原因に踏み込んだ対策
は打たれていない。
【００１１】
また、フォルダートゥリ―上に保存された情報に対する条件検索として現在おこなわれて
いる方法が持つ問題として、ユーザが検索された出力結果からさらに所望の情報を選択す
る2次選択に苦労を要するという問題がある。現行の方法においては、検索された情報は
、その全パス名が出力画面上において１次元リストとして配置される形で出力され、出力
された各情報の間での分類付け上の関係が一目では判別しにくい形になっている。
【００１２】
検索出力画面における2次選択の過程においては、しばしば出力結果の中から、さらに類
似した分類付けの情報を選択したり、辿ることがおこなわれるが、現行の出力方法は、こ
のような情報の探索的サーチにとって不適なものである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
本発明の目的は、かかる問題点に鑑みてなされたもので、フォルダートゥリ―に保存した
情報を、フォルダートゥリ―による分類と等価な分類をおこないつつ、より視認性良く管
理する方法を提供することである。
【００１４】
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本発明の他の目的は、フォルダごとにランダムで非統一的な分類付けをおこなっているフ
ォルダートゥリに保存した情報を、フォルダートゥリ―による分類と等価な分類をおこな
いつつ、視認性良く、取り出し漏れなく管理する方法を提供することである。
【００１５】
本発明の他の目的は、フォルダートゥリ―に保存した情報に対する条件検索において、フ
ォルダごとの非統一的な分類付けに起因する検索漏れと検索ノイズをなくした出力を得る
方法を提供することである。
【００１６】
本発明の他の目的は、フォルダートゥリ―に保存した情報に対する条件検索において、検
索出力された情報の中から、さらにユーザが欲する情報を選択する２次選択を視認性良く
、楽におこなえる検索方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明による情報管理装置における方法
は、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成するステップと、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示するステップと、
からなることを特徴とする。
【００１８】
　請求項２に記載の発明による情報管理装置における方法は、請求項１に記載の方法にお
いて、
　表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目
別管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求めるステ
ップと、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
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付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力することを特徴とする。
【００１９】
　請求項３に記載の発明による情報管理装置における方法は、請求項２に記載の方法にお
いて、
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップを備え、
作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力することを
特徴とする。　　　　　
【００２０】
　請求項４に記載の発明による情報管理装置における方法は請求項２、請求項３に記載の
方法において、
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
るステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００２１】
　請求項５に記載の発明による情報管理装置における方法は請求項２、請求項３に記載の
方法において、
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
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ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【００２２】
　請求項６に記載の発明による情報管理装置における方法は請求項２、請求項３に記載の
方法において、
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成するステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００２３】
　請求項７に記載の発明による情報管理装置における方法は請求項１、請求項２、請求項
３、請求項４、請求項５、請求項６に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステップ
を備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成することを特徴とする。
【００２４】
　上記の目的を達成するために、請求項８に記載の発明による情報出力装置における方法
は、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成するス
テップと、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
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各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成するステップと、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換えるステップと、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成するステップ
と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求めるステップとを備え、
　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力することを特徴とする
【００２５】
　請求項９に記載の発明による情報出力装置における方法は請求項８に記載の方法におい
て、
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力すること
を特徴とする。
【００２６】
　請求項１０に記載の発明による情報出力装置における方法は請求項８、請求項９に記載
の方法において、
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除するステップと、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上ににおけるユーザによる
検索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表
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データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００２７】
　請求項１１に記載の発明による情報出力装置における方法は請求項８、請求項９に記載
の方法において、
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【００２８】
　請求項１２に記載の発明による情報出力装置における方法は請求項８、請求項９、請求
項１０、請求項１１に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステッ
プを備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成することを特徴とする。
【００２９】
　上記の目的を達成するために、請求項１３に記載の発明による情報管理装置は、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置であって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報管理装置
として、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
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同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成する手段と、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成する手段と、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示する手段と、
からなることを特徴とする。
【００３０】
　請求項１４に記載の発明による情報管理装置は請求項１３に記載の装置において、
　表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目
別管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求める手段
と、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成する手段とを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力することを特徴とする。
【００３１】
　請求項１５に記載の発明による情報管理装置は請求項１４に記載の装置において、
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成する手段と、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成する手段を備え、
作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力することを
特徴とする。　　　　　
【００３２】
　請求項１６に記載の発明による情報管理装置は、請求項１４、請求項１５に記載の装置
において、
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換える手段と
、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
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管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
る手段と、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定する手段とを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００３３】
　請求項１７に記載の発明による情報管理装置は請求項１４、請求項１５に記載の装置に
おいて、
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【００３４】
　請求項１８に記載の発明による情報管理装置は請求項１４、請求項１５に記載の装置に
おいて、
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する手段を備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００３５】
　請求項１９に記載の発明による情報管理装置は、請求項１３、請求項１４、請求項１５
、請求項１６、請求項１７、請求項１８に記載の装置において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示する手段を備
え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成することを特徴とする。
【００３６】
　上記の目的を達成するために、請求項２０に記載の発明による情報出力装置は、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
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名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の装置によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報出力装置であって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力装
置として、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成する手
段と、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成する手段と、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換える手段と、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成する手段と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求める手段とを備え、
　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力することを特徴とする。
【００３７】
　請求項２１に記載の発明による情報出力装置は、請求項２０に記載の装置において
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示する手段と、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成する手段とを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力すること
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を特徴とする。
【００３８】
　請求項２２に記載の発明による情報出力装置は、請求項２０に記載の装置において、
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換える手段と
、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除する手段と、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上におけるユーザによる検
索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表デ
ータを作成する手段と、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定する手段とを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００３９】
　請求項２３に記載の発明による情報出力装置は、請求項２０、請求項２１に記載の装置
において、
　　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性
データを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【００４０】
　請求項２４に記載の発明による情報出力装置は、請求項２０、請求項２１、請求項２２
、請求項２３に記載の装置において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示する手段を
備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成することを特徴とする。
【００４１】
　上記の目的を達成するために、請求項２５に記載の発明による情報管理装置における方
法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムは、
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アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成するステップと、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示するステップと、
からなることを特徴とする。
【００４２】
　請求項２６に記載の発明による情報管理装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項２５に記載の方法において、
　表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目
別管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求めるステ
ップと、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力することを特徴とする。
【００４３】
　請求項２７に記載の発明による情報管理装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項２６に記載の方法において、
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
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その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力することを
特徴とする。
【００４４】
　請求項２８に記載の発明による情報管理装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項２６、請求項２７に記載の方法において、
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
るステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００４５】
　請求項２９に記載の発明による情報管理装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項２６、請求項２７に記載の方法において、
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【００４６】
　請求項３０に記載の発明による情報管理装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項２６、請求項２７に記載の方法において、
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成するステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
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まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００４７】
　請求項３１に記載の発明による情報管理装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項２５、請求項２６、請求項２７、請求項２８、請
求項２９、請求項３０に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステップ
を備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成することを特徴とする。
【００４８】
　上記の目的を達成するために、請求項３２に記載の発明による情報出力装置における方
法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムは、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報出力装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成するス
テップと、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成するステップと、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換えるステップと、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成するステップ
と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求めるステップとを備え、
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　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力することを特徴とする。
【００４９】
　請求項３３に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項３２に記載の方法において、
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力すること
を特徴とする。
【００５０】
　請求項３４に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項３２、請求項３３に記載の方法において、
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除するステップと、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上ににおけるユーザによる
検索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表
データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００５１】



(33) JP 2016-197427 A 2016.11.24

10

20

30

40

50

　請求項３５に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項３２、請求項３３に記載の方法において、
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力する。
【００５２】
　請求項３６に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項３２、請求項３３、請求項３４、請求項３５に記
載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステッ
プを備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成することを特徴とする。
【００５３】
　上記の目的を達成するために、請求項３７に記載の発明による情報管理装置における方
法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、
指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダとして直
接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じ子フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マー
ジ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた
項目別管理データを作成するステップと、　
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、
１つのセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに求め、
各分類語列ごとに求めた関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を
持つファイル情報のアイコンを該当セルに関係付けた形で表示するステップと、
からなることを特徴とする。
【００５４】
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　請求項３８に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項３７に記載の方法において、
表上の各セルについて、特定される関連見出し語を、その所属分類語列を登録した項目別
管理データの識別名である項目名に対応付けた関連見出し語データの集合を求めるステッ
プと、
１つのファイル情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
該当のファイル情報について得られた情報属性データの集合に対して、第２の特定の関係
にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当のファイル情報のアイコンを
関係付けて出力することを特徴とする。
【００５５】
　請求項３９に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項３８に記載の方法において、
変換対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した子フォルダ名列と変換対象先頭フォルダに格
納されている他のフォルダについて得られている子フォルダ名列とにもとづいて得られる
分類語列を登録した項目別管理データを作成するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
作成された項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、検
索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第２の特定の関係にある関連
見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力することを
特徴とする。　　　　　
【００５６】
　請求項４０に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項３８、請求項３９に記載の方
法において、
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指定
した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データを
作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステップ
と、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項目別
管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削除す
るステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
項目別管理データにもとづき作成された表データが表わす表上の１つのセルに定まる関連
見出し語データの集合であって、
代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代表分類語データを
介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ、
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上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第２の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００５７】
　請求項４１に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項３８、請求項３９に記載の方
法において、
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第２
の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【００５８】
　請求項４２に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項３８、請求項３９に記載の方
法において、
　項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定し
た分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと指定した分類語列以外の分類語
列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成するステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１のセルについて定まる関連見出し語の集合に第２のセルについて定まる関連見出し語
の集合を加えた関連見出し語の集合と第２の特定の関係にある情報属性データの集合が定
まるファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００５９】
　請求項４３に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項３７、請求項３８、請求項３
９、請求項４０、請求項４１、請求項４２に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとし共有する親フォルダの集合である子フォルダ名共
有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対する
特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステップ
を備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、該当の親フォルダからなる子フォ
ルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを作成することを特徴とする。
【００６０】
　上記の目的を達成するために、請求項４４に記載の発明による情報出力装置における方
法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、
情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別ごとに定められたイメージ画
像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわれる情報出力装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
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に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　検索対象指定手段からの入力にもとづいて、検索対象となる全てのフォルダに対して階
層最上位に位置するフォルダである検索対象先頭フォルダを指定する操作を受け、　
指定したフォルダの階層下位に格納される各フォルダについて、各フォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の順序列である子フォルダ名列を求めた上、
同じフォルダ名称を共有する子フォルダ名列、または、マージ指定手段を介して指定され
た子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を、マージ元の各子フォルダ名列の親フ
ォルダの全パス名である親フォルダ全パス名と対応付けた項目別管理データを作成するス
テップと、
　検索対象先頭フォルダの階層下位に格納されるファイル情報を検索対象情報として順次
に取出し、取り出した検索対象情報を格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの
各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理
データの識別名である項目名に対して該当上位フォルダのフォルダ名称を対応付けた情報
属性データを作成するステップと、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザが検索キーワードとして選択した分類語
を含む分類語列に係わる項目別管理データにおいて、登録されていた分類語列を、選択さ
れた分類語から構成される新しい分類語列によって置き換えるステップと、
　全ての項目別管理データに登録されている分類語列を構成する各分類語を、所属する分
類語列ごとにまとめ、検索キーワードとして選択した分類語を他の分類語と区別できる形
で、定めた方法に従って見出し語として配置した表を表わす表データを作成するステップ
と、
　表上の各セルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定
まる関連見出し語を、所属する分類語列に係わる項目名に対応付けた関連見出し語データ
の集合を求めるステップとを備え、
　１つの検索対象情報について得られている情報属性データの集合に対して、第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに、該当情報のアイコンを関係
付けて出力することを特徴とする。
【００６１】
　請求項４５に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項４４に記載の方法において、
検索対象先頭フォルダに格納されているフォルダを、検索対象指定手段を介して検索対象
フォルダとして指定する操作を受け、　　　
検索対象情報として指定されたフォルダの名称を含む子フォルダ名列から、検索対象フォ
ルダのフォルダ名称を除去した上、
該当の子フォルダ名列がマージされていた分類語列に係わる各子フォルダ名列を再び、
マージすることによって得られた新しい分類語列をキーワード選択手段上において元の分
類語列に置き換えて表示するステップと、
検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの各々について、
その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録した項目管理データを特定し
た上、特定した項目管理データの項目名と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応
付けた情報属性データを作成するステップとを備え、
　ユーザによるキーワード選択手段上における検索キーワードの選択を受けてその分類語
列が定まった項目別管理データにもとづいて作成された表データが表わす表上において、
検索対象フォルダについて作成された情報属性データに対して第１の特定の関係にある関
連見出し語データの集合が特定されるセルに検索対象フォルダのアイコンを出力すること
を特徴とする。
【００６２】
　請求項４６に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
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させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項４４、請求項４５に記載の方
法において、
　１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代
表分類語として対応付ける操作を受け、指定された代表分類語に対して、そのパス名が指
定した分類語となっている分類語生成フォルダの全パス名を対応付ける代表分類語データ
を作成し、該当の分類語列において該当の分類語を代表分類語によって置き換えるステッ
プと、　
　該当の分類語列に対して、同じ分類語を共有する他の分類語列をマージして得られる分
類語列について、マージした他の各分類語列に係わる親フォルダ全パス名を対応付けた項
目別管理データを作成するとともに、マージ元の分類語列に係わる項目別管理データを削
除するステップと、
各項目別管理データの分類語列を表示したキーワード選択手段上ににおけるユーザによる
検索キーワードの選択を受けてその分類語列が定まった項目別管理データにもとづいて表
データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その全パス名と同じ全パス名が登録されている代表分類語デ
ータを特定するステップとを備え、　
　作成された表データが表わす表上において、　１つのセルに定まる関連見出し語データ
の集合であって、代表分類語データが特定された第１の上位フォルダに対して、該当の代
表分類語データを介して第３の特定の関係にある第１の関連見出し語データを含み、かつ
、
上記関連見出し語データ集合における第１の関連見出し語データ以外の補集合が、該当の
ファイル情報、または、検索対象フォルダの各上位フォルダに定まる情報属性データの集
合における第１の上位フォルダに定まる情報属性データ以外の補集合に対して第１の特定
の関係にある関連見出し語データの集合が特定されるセルに該当ファイル情報、または、
検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【００６３】
　請求項４７に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項４４、請求項４５に記載の方
法において、
　表上に配置されている１つの分類語列に係わる項目名と同じ項目名に係わる情報属性デ
ータを持たないファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
作成された表上のセルであって、該当の分類語列に分類語として追加した特定の用語を関
連見出し語とすると共に、残りの分類語列について得られる関連見出し語データの集合が
、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダに係わる情報属性データの集合と第１
の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【００６４】
　請求項４８に記載の発明による情報出力装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムを格納した記憶媒体は、請求項４４、請求項４５、請求項４
６、請求項４７に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、該当の各親フォルダを表わす表示情報を、その表示情報に対す
る特定の操作によって該当の親フォルダの上位フォルダが表示される形で表示するステッ
プを備え、
　表示されている１つの表示情報に対する特定操作を受けて、該当の親フォルダを該当の
子フォルダ名共有フォルダ集合から除去するとともに、
該当の親フォルダからなる各子フォルダ名共有フォルダ集合について項目別管理データを
作成することを特徴とする。
【発明の効果】
【００６５】
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以上説明したように、本発明によれば、情報の管理を、そのアイコンをフォルダトゥリー
において情報を分類するノード名を見出し語として配置した表上に配置することによって
おこなうので、視認性にすぐれた情報管理をおこなうことができる。
【００６６】
また、本発明によれば、フォルダートゥリーを構成する各フォルダを、管理対象となる情
報に対する分類付けを表わすフォルダと検索対象となるフォルダとを分けて扱うことによ
り、一部の情報に対しておこなわれるローカルな分類を表による管理に組み入れておこな
うことができる
【００６７】
　また、本発明によれば、フォルダトゥリーにおいて情報を分類するノード名の表記の統
一を簡単におこなうことができるので表記の違いによる情報の取り出し漏れ、検索漏れを
無くした情報管理をおこなうことができる。
【００６８】
また、本発明によれば、表に配置した一部の見出し語の分類視点による分類付けがされて
いない情報も、そのアイコンを表上の特定位置に配置することで、表から逃がすことなく
管理することができる。
【００６９】
また、本発明によれば、１つの分類語列に混入している、別の視点から見た分類付けであ
るノード名を簡単な操作で分けることができることから、取り出しノイズがない情報管理
をおこなうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の一実施例による情報処理装置のハードウェア上のシステム構成例を示す
ブロック図である。
【図２】実施例のシステムにおける環境制御プログラムが表示するデスクトップ画面を示
す図である。
【図３】実施例のシステムにおけるデータオブジェクト管理データの形式を示す図である
。
【図４】実施例のシステムにおけるフォルダ画面を示す図である。
【図５】実施例のシステムにおける表管理アプリケーション画面を示す図である。
【図６】実施例のシステムにおける発明の機能構成を示すブロック図である。
【図７】実施例のシステムにおける外部データ指示画面を示す図である。
【図８】実施例のシステムにおける項目別属性付け手順を示す図である。
【図９】実施例のシステムにおけるフォルダ別管理データの形式を示す図である。
【図１０】実施例のシステムにおけるテキスト格納データを示す図である。
【図１１】実施例のシステムにおける共有子フォルダ名列集合の識別手順を示す図である
。
【図１２】実施例のシステムにおける項目別管理データの形式を示す図である。
【図１３】実施例のシステムにおける項目別分類語列選択画面を示す図である。
【図１４】実施例のシステムにおけるピック指示データの構成示す図である。
【図１５】実施例のシステムにおける項目別管理データ作成手順を示す図である。
【図１６】実施例のシステムにおける項目別分類語列マージ指示画面を示す図である。
【図１７】実施例のシステムにおける同義語対応付け画面を示す図である。
【図１８】実施例のシステムにおける項目別管理データマージ手順を示す図である。
【図１９】実施例のシステムにおける情報属性データの形式を示す図である。
【図２０】実施例のシステムにおける情報属性データチェイン作成手順を示す図である。
【図２１】実施例のシステムにおける個別情報管理データの形式を示す図である。
【図２２】実施例のシステムにおける検索全体手順を示す図である。
【図２３】実施例のシステムにおける検索条件指定画面を示す図である。
【図２４】実施例のシステムにおける検索条件データの構成を示す図である。
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【図２５】実施例のシステムにおける表のフォーマットを示す図である。
【図２６】実施例のシステムにおける検索出力表の上位階層の表を示す図である。
【図２７】実施例のシステムにおける検索出力表の下位階層の表を示す図である。
【図２８】実施例のシステムにおける検索出力表作成手順を示す図である。
【図２９】実施例のシステムにおける表元データを示す図である。
【図３０】実施例のシステムにおける設定メニューを示す図である。
【図３１】実施例のシステムにおける表元データ管理データの形式を示す図である。
【図３２】実施例のシステムにおける表定義データの形式を示す図である。
【図３３】実施例のシステムにおける表定義データ作成手順を示す図である。
【図３４】実施例のシステムにおけるアイコン配置欄定義データの形式を示す図である。
【図３５】実施例のシステムにおける見出し語欄定義データの形式を示す図である。
【図３６】実施例のシステムにおける見出し語欄定義データの作成手順を示す図である。
【図３７】実施例のシステムにおけるセルデータの形式を示す図である。
【図３８】実施例のシステムにおける文字列データの形式を示す図である。
【図３９】実施例のシステムにおける見出し語セル内情報管理データの形式を示す図であ
る。
【図４０】実施例のシステムにおける第１のセルの「下部に位置する」セルのイメージを
示す図である。
【図４１】実施例のシステムにおける「下部に位置する」セルをコピーする手順を示す図
である。
【図４２】実施例のシステムにおける「行区切り位置データ」、または「列区切り位置デ
ータ」の形式を示す図である。
【図４３】実施例のシステムにおける罫線データの形式を示す図である。
【図４４】実施例のシステムにおける階層表全体管理データを示す図である。
【図４５】実施例のシステムにおける表の表示手順を示す図である。
【図４６】実施例のシステムにおけるセル内出力情報対応付け手順を示す図である。
【図４７】実施例のシステムにおけるセル内情報管理データの形式を示す図である。
【図４８】実施例のシステムにおけるセル内情報表示手順を示す図である。
【図４９】実施例のシステムにおけるセル内情報表示画面の例を示す図である。
【図５０】実施例のシステムにおける次階層の表の表示手順を示す図である。
【図５１】実施例のシステムにおける全関連見出し語列のイメージを示す図である。
【図５２】実施例のシステムにおける共通条件管理データの形式を示す図である。
【図５３】実施例のシステムにおける同じ分類が繰り返されるフォルダートゥリ―を示す
図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７１】
以下、添付図を参照して本発明の実施例を説明する。図１に、本発明の一実施例における
情報処理装置のハードウェア上のシステム構成を示す。このシステムにおいて、キーボー
ド１２、およびマウス１４が入力装置として、内部メモリ１６および外部メモリ１８が記
憶装置として、表示装置２０および印紙装置２２が出力装置として、それぞれ適当なイン
タフエース回路（図示せず）を介してＣＰＵ２４に接続されている。また、ＣＰＵ２４は
、通信装置２６を介して電話回線または通信回線２７とも接続されている。内部メモリ１
６および外部メモリ１８には、ＣＰＵ２４の処理または制御動作を規定する各種プログラ
ムのほか、各種電子辞書、キャラクタフォント、ファイル等が格納されている。通信装置
２６は、ファクシミリ通信機能を有している。
【００７２】
本装置の電源を入れると、本装置におけるＧＵＩ環境を制御する環境制御プログラムが自
動的に起動され、例えば、図２に示すデスクトップ画面３０を表示装置２０のディスプレ
イ画面２０ａ上に表示した上、デスクトップ画面３０において次に述べるようなＧＵＩ環
境を提供する。
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【００７３】
本装置においては、ユーザが作成する情報は、公知の方法として、環境制御プログラムに
よって、ファイル情報を単位として管理される。また、本装置においては、情報を管理す
る単位であるデータオブジェクトとして、ファイル情報のほかにフォルダが用意され、フ
ァイル情報の分類管理は、ファイル情報をフォルダへ格納する形でおこなうことができる
ようになっている。本明細書においては、ファイル情報とフォルダとを合わせて「情報」
と呼ぶことにする。フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に
子フォルダとして収容されることが繰り返されるフォルダ階層構造の形で管理され、シス
テム内において１つの外部メモリ１８をルートとするフォルダのトゥリーを形成して配置
される。
【００７４】
ファイル情報とフォルダからなるデータオブジェクトは、環境制御プログラムによって、
「種別情報」、「名称」、「全パス名」、「アイコンイメージデータポインタ情報」、「
アイコン配置位置」からなるデータオブジェクト管理データを付した形で管理される（図
３）。「種別情報」は、まず、ファイル情報とフォルダを区別した上、ファイル情報であ
る場合には、それが作成されたアプリケーションの種別を表わす。「名称」は、ユーザに
よって入力された名称であり、その情報を直接に収容する親フォルダの中において「種別
情報」ごとに一意に定められる。他の意味に使用される「名称」と区別して、「フォルダ
内名称」と呼ぶ時もある。
【００７５】
また、「全パス名」は、環境制御プログラムが、各データオブジェクトをシステム内にお
いて一意に識別するためのキーとなるもので、該当のデータオブジェクトに関わる全ての
上位のフォルダの名称を、ルートから始めて階層において占める位置の順に取り出し、取
り出したフォルダ名称を特定の区切り記号である分離符を挟んで順に接続することによっ
て得られた文字列に自身の名称文字列を、上記分離符を挟んで接続したものである。本明
細書においては、この分離符を特に、第１の分離符と呼ぶことにする。１つのデータオブ
ジェクトを他のフォルダ内に格納することは、システム内において、格納対象のデータオ
ブジェクトの名称を格納先のフォルダの全パス名に接続することによって実現されること
になる。
【００７６】
また、環境制御プログラムは、保存しているファイル情報、または、フォルダについて、
公知の方法として、上記した「種別情報」毎に定まる特定種類のイメージであるアイコン
をデスクトップ画面３０上において表示した上、表示したアイコンには、該当データオブ
ジェクト管理データの「名称」情報を表わす文字列を付加した形で表示する。
【００７７】
ファイル情報、または、フォルダは、デスクトップ画面３０上におけるマウス１４による
該当のアイコンに対する特定の指示操作によってオープンされる。環境制御プログラムは
、まず、デスクトップ画面３０上に表示されている各アイコンの「アイコン表示位置」情
報と上記指示操作を与えた位置との照合を繰り返すことにより、該当のデータオブジェク
トを識別する。
【００７８】
識別されたデータオブジェクトがファイル情報である場合は、その指示操作によってファ
イル情報の内容が該当ファイル情報について新たに設けられた「ファイル情報画面」上に
表示される。環境制御プログラムが、指示されたファイル情報の「種別情報」にもとづい
て該当のアプリケーションプログラムを呼び出した上、呼び出されたプログラムが該当の
ファイル情報の内容を表示することになる。
【００７９】
識別されたデータオブジェクトがフォルダである場合は、フォルダ内の格納情報のアイコ
ンを配置した「フォルダ画面」がデスクトップ画面３０上の適当位置に表示され、表示さ
れたフォルダ画面上には、該当のフォルダが直接に含むデータオブジェクトのアイコンが
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配置表示される。フォルダ画面の例を図４に示す。
【００８０】
環境制御プログラムが、該当のフォルダの全パス名とシステム内の各データオブジェクト
の全パス名との間の照合を繰り返すことによって、該当のフォルダが直接に含むデータオ
ブジェクトを識別した上、識別したデータオブジェクト管理データの「情報種別部」デー
タ毎に定められたイメージデータを、フォルダ画面上において定めた方法にしたがって配
置表示する。
【００８１】
ファイル情報、または、フォルダを表わすアイコンは、デスクトップ画面３０上において
、ユーザによるマウス１４による特定の操作であるドラッグ操作によって配置位置を変え
ることができ、そのデスクトップ画面３０上における配置位置は、該当データオブジェク
ト管理データの「アイコン表示位置」に登録される。また、ある情報を別なフォルダへ格
納することは、格納対象情報のアイコンを格納先フォルダのアイコン上にドラッグする操
作という形でおこなうことができる。
【００８２】
デスクトップ画面３０上において、その左下隅部に常時表示されている「スタート」ボタ
ンを選択指示すると、「プログラム」、「設定」、「検索」等の選択ボタンをリストした
「メインメニュー」３１がディスプレイ画面２０ａに現われ、この「メインメニュー」３
１上において、さらに、「プログラム」ボタン３５をクリック指示すると、本装置上にイ
ンストールしてあるアプリケーションプログラムの一覧を示す「プログラムメニュ―」３
２が、ディスプレイ画面２０ａ上に表示される。図２は、上記「プログラム」ボタン３５
をクリック指示し、「プログラムメニュ―」３２を表示した状態を示したものである。
【００８３】
「プログラムメニュ―」３２上において、本発明に関わる機能を制御するアプリケーショ
ンプログラムである「表管理アプリケーションプログラム」の該当ボタンをクリック指示
すると、上記環境制御プログラムは、この表管理アプリケーションプログラムのソースプ
ログラムを装置の外部メモリ１８上の所定格納位置から取り出し、内部メモリ１６上の適
当なエリア上において実行形式のプログラムに展開した上、同プログラムを起動し、まず
、例えば、図５に示す表管理アプリケーション画面３３をディスプレイ画面２０ａ上に表
示する。
【００８４】
表管理アプリケーションは、デスクトップ画面３０上において、情報を表を用いて管理す
ることを目的とし、「表作成」、「検索」、「保存」、「設定」等の機能が設けられてい
る。以上の機能は、表管理アプリケーションプログラムが、上記環境制御プログラム、な
らびに、本装置を構成する上記ハードウエアと協働して動作するシステムによって実現さ
れる。表管理アプリケーションに供えられた機能の中、本発明に係わるシステム処理ブロ
ックの構成を図６に示す。
【００８５】
情報記憶部５０は、システムが扱う情報を、その全パス名をキーとして保存する。該当の
処理を実行するＣＰＵ２４と内部メモリ１６または外部メモリ１８の記憶領域とによって
構成される。
【００８６】
検索対象指定部５１は、ユーザによる１つのフォルダの指定によって、指定されたフォル
ダから展開されるフォルダトゥリ―に含まれる情報群を検索対象として指定する。マウス
１４等の入力装置と、該当の処理を実行するＣＰＵ２４と、指定された検索対象を記憶す
る内部メモリ１６とによって構成される。
【００８７】
項目別分類語識別部５２は、フォルダ内における分類を同じ分類視点（項目名）によって
おこなっているフォルダの集合を指定した上、指定したフォルダが格納する子フォルダの
名称にもとづいて、項目名ごとに情報を特徴づける分類語を識別する。キーボード１２お
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よびマウス１４等の入力装置と、該当の処理を実行するＣＰＵ２４と、項目名ごとに該当
のフォルダ集合と識別された分類語とを対応付ける項目別管理データを記憶する内部メモ
リ１６または外部メモリ１８とによって構成される。
【００８８】
検索条件入力部５３は、項目別分類語識別部５２によって作成された項目別管理データに
登録された分類語の中から検索キーワードを選択することによって検索条件を入力する。
キーボード１２およびマウス１４等の入力装置と該当の処理を実行するＣＰＵ２４と、入
力された検索条件をいったん記憶する内部メモリ１６によって構成される。
【００８９】
出力表作成部５４は、入力された検索条件、または、作成されている項目別管理データに
もとづいて、検索された情報を出力する検索出力表を表わす表定義データを作成する。該
当の処理を実行するＣＰＵ２４と、作成された表定義データを記憶する内部メモリ１６ま
たは外部メモリ１８とによって構成される。
【００９０】
項目別分類付け付与部５６は、検索対象となる各情報について、その全パス名と作成され
ている項目別管理データにもとづいて、項目名ごとに対応する分類語を組み合わせた情報
属性データを作成する。該当の処理を実行するＣＰＵ２４と、作成された情報属性データ
を検索対象となる情報である検索対象情報とを対応付ける個別情報管理データを記憶する
内部メモリ１６または外部メモリ１８とによって構成される。
【００９１】
セル内出力情報対応付け部５７は、出力表について作成された表定義データと検索対象の
各情報に付与された情報属性データにもとづいて出力表上における単位出力域であるアイ
コン配置欄セルごとにその中に出力される情報を選択する。該当の処理を実行するＣＰＵ
２４と、アイコン配置欄セルごとの出力情報をいったん記憶する内部メモリ１６または外
部メモリ１８と、によって構成される。
【００９２】
出力表表示部５８は、出力表作成部５４によって作成された表定義データと出力表の各ア
イコン配置欄セルに対応付けられた出力情報に基づいて、検索された情報が出力された出
力表を表示する。該当の処理を実行するＣＰＵ２４と、出力内容を表示用に変換した出力
データをいったん記憶する内部メモリ１６または外部メモリ１８と、ＣＰＵ２４の制御の
下で出力データの表示出力を行う表示装置２０とによって構成される。
【００９３】
ユーザが本アプリケーションの機能メニュー１５０　上において、検索ボタン１５５を指
示すると、図７に示す外部データ指示画面２１０がディスプレイ画面２０aの表管理アプ
リケーション画面３３上に表示される。ユーザは、その中に格納される全ての情報を検索
対象としたいフォルダを表わすアイコンを外部データ指示画面２１０内にドラッグした上
、外部データ指示画面２１上に設けられた実行ボタン２１１をマウス１４に用いてクリッ
ク指示する。本明細書においては、上記の指定を行ったフォルダを、特に、検索対象先頭
フォルダと呼ぶことにする。
【００９４】
以上のユーザ指示を受け、システムは、図８に示す項目別属性付け手順を開始する。同手
順のステップＬ１からステップＬ４までは、項目別分類語識別部５２による処理としてお
こないわれ、ステップＬ５は項目別分類付け付与部５７による処理としておこなわれる。
【００９５】
ステップＬ１においては、情報記憶部５０に記憶した各保存情報と検索対象先頭フォルダ
の全パス名とに基づいて、検索対象先頭フォルダを直接に含む親フォルダ、並びに、検索
対象先頭フォルダを起点ノード（ルートフォルダ）として展開されるフォルダトゥリーを
構成する全てのフォルダの中、その中に他のフォルダを含むフォルダについてフォルダ別
管理データを作成する。フォルダ別管理データの構成を図９に示す。
【００９６】
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一般に、１つのフォルダ内においては、１つの分類上の視点が定められ、定められた分類
上の視点に対応して分類内容を表わす分類語を名称とする子フォルダが設けられることが
多い。例えば、図４に示すフォルダ内には、分類視点「作成年度」に対応する分類語であ
る“２００７年”、“２００８年”、“２００９年”を、各々、その名称とする子フォル
ダが設けられている。
【００９７】
フォルダ別管理データは、１つのフォルダ(ノード)ごとに定まる分類視点に対応して情報
の特徴を表わす分類語の集合であるフォルダ別分類語列を該当フォルダと対応付けること
を目的とする。ステップＬ１においては、フォルダ別分類語列を識別する第１の段階とし
て、まず、各フォルダが含む子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を識別し、該
当のフォルダ別管理データに登録する。上記例の場合、該当のフォルダについて、“２０
０７年”、“２００８年”、“２００９年”という子フォルダ名列が識別され、登録され
ることになる。
【００９８】
　本明細書においては、その子フォルダを識別する対象となるフォルダを、特に「子フォ
ルダ識別対象フォルダ」と呼ぶ。ステップＬ１においては、検索対象先頭フォルダを直接
に含む親フォルダ、並びに、検索対象先頭フォルダから展開されるフォルダトゥリーを構
成する各フォルダを、子フォルダ識別対象フォルダとして、その子フォルダを識別するこ
とになる。
【００９９】
子フォルダ識別対象フォルダの中、検索対象先頭フォルダを直接に格納する親フォルダの
全パス名は、検索対象先頭フォルダの全パス名から、同フォルダ自身のパス名部分を除く
ことによって識別することができる。また、検索対象先頭フォルダから展開されるフォル
ダトゥリーを構成する各フォルダも、公知の方法によって順次に取り出すことができる。
【０１００】
取り出した各子フォルダ識別対象フォルダの子フォルダは、システムの全体フォルダトゥ
リ―から全てのフォルダを順次に取出し、取出したフォルダの全パス名と該当の子フォル
ダ識別対象フォルダの全パス名と比較することを繰り返すことによって識別することがで
きる。
【０１０１】
今、１つの子フォルダ識別対象フォルダについて、その子フォルダが存在することが識別
された場合、システムは、フォルダ別管理データを作成した上、その「該当フォルダ全パ
ス名」部に該当の子フォルダ識別対象フォルダの全パス名を登録し、また、その「分類語
データチェインポインタ」部には、該当の子フォルダ識別対象フォルダ内において識別さ
れた各子フォルダの名称を登録した分類語データを順につないだ分類語データチェインの
先頭データのアドレスをセットする。分類語データは、図１０に示す形式のテキスト格納
データの形式で作成され、識別された各子フォルダの名称はそのテキスト部にセットされ
る。また、各分類語データは該当するテキスト格納データの連結ポインタ－１によって順
次に連結され、分類語データチェインを形成する。
【０１０２】
検索対象先頭フォルダから展開されるフォルダトゥリ―について作成されたフォルダ別管
理データは、フォルダ別管理データ内に設けた連結ポインタ－１によって順次連結される
ことによって全体フォルダ別管理データチェインを形成し、その先頭のフォルダ別管理デ
ータのアドレスは、項目別分類語識別部５２上の特定位置にセットされる。
【０１０３】
システムは、続いて、作成された全体フォルダ別管理データチェインにもとづいて以下に
述べる子フォルダ名共有フォルダ集合を識別し、識別した子フォルダ名共有フォルダ集合
ごとに作成する項目別管理データに登録する（ステップＬ２）。
【０１０４】
子フォルダ名共有フォルダ集合は、子フォルダ識別対象フォルダの集合であって、その集
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合を構成するフォルダは、その集合内の他の少なくとも１つのフォルダと１つ以上の子フ
ォルダ名を共有する集合である。たとえば、各々、“２００７年”、“２００８年”、“
２００９年”という名称が付与された子フォルダを持つフォルダと、各々、“２００９年
”と“２０１０年”という名称が付与された子フォルダを持つフォルダは、共に“２００
９年”という名称を持つ子フォルダを共有することから、1つの子フォルダ名共有フォル
ダ集合を構成することになる。
【０１０５】
子フォルダ名共有フォルダ集合は、全体フォルダ別管理データチェインの先頭データから
、フォルダ別管理データを「第１の取り出しデータ」として順次に取出し、取り出した「
第１の取り出しデータ」の該当フォルダを含む子フォルダ名共有フォルダ集合を識別する
処理を繰り返すことによって識別することができる。この処理においては、子フォルダ名
共有フォルダ集合に含まれることが識別されたフォルダのフォルダ別管理データには特定
のフラグ（共有集合組み入れフラグ）を付しておき、以降、全体フォルダ別管理データチ
ェインから「第１の取り出しデータ」として順次に取り出されるフォルダ別管理データの
中、同フラグを付したフォルダ別管理データについては、子フォルダ名共有フォルダ集合
を識別する処理をスキップするものとする。
【０１０６】
「第１の取り出しデータ」として取り出したフォルダ別管理データについて子フォルダ名
共有フォルダ集合を識別する処理は、図１１に示す手順によっておこなうことができる。
同手順においては、先ず、「第１の取り出しデータ」として取り出されているフォルダ別
管理データについて項目別管理データを作成した上、該当のフォルダ別管理データを、作
成した項目別管理データによって管理されるフォルダ別管理データチェインの先頭データ
として、そのアドレスを該当項目別管理データのフォルダ別管理データチェインアドレス
部にセットする（ステップＴ１）。ここで、該当のフォルダ別管理データに設けた共有集
合組み入れフラグには、共有子フォルダ名列集合に組み入れられていることを示す特定値
をセットしておく。
【０１０７】
項目別管理データの形式を図１２に示す。項目別管理データは１つの子フォルダ名共有フ
ォルダ集合ごとに作成され、項目名部、フォルダ別管理データチェインアドレス部、項目
別分類語データチェインアドレス部、処理用フラグ、連結ポインタとから構成される。項
目別分類語列データの「項目名部」は、さらに「ユーザ名称部」と「内部名称部」とから
構成される。
【０１０８】
システムは、続いて、全体フォルダ別管理データチェインの先頭データのアドレスを「第
２のデータ取出し位置」としてセットした上（ステップＴ２）、「第２のデータ取出し位
置」にデータのアドレス値がセットされていることを判定し（ステップＴ３）、データの
アドレス値がセットされていれば、そのアドレスにセットされているフォルダ別管理デー
タを、全体フォルダ別管理データチェイン上における、「第２のデータ取出しデータ」と
してセットした上（ステップＴ４）、次のステップＴ５に進む。一方、「第２のデータ取
出し位置」にデータのアドレス値がセットされていない場合には、全体フォルダ別管理デ
ータチェインから全てのフォルダ別管理データを取り出し終えているものとして、本手順
を終了する。
【０１０９】
ステップＴ５においては、「第２の取り出しデータ」としてセットされているフォルダ別
管理データの中に設けられている共有集合組み入れフラグを判定する。共有集合組み入れ
フラグに初期設定値がセットされているときは、次のステップＴ６に進み、共有集合組み
入れフラグに上記特定値がセットされているときは、ステップＴ７に分岐して、現在、「
第２の取り出しデータ」としてセットされているフォルダ別管理データの連結ポインタ－
１のセット値を、次の「第２のデータ取出し位置」としてセットした上、ステップＴ３に
戻る制御をおこなう。



(45) JP 2016-197427 A 2016.11.24

10

20

30

40

50

【０１１０】
ステップＴ６においては、「第２の取り出しデータ」としてセットされているフォルダ別
管理データの分類語データチェインによって表わされている、該当フォルダの子フォルダ
名列が、現在の共有子フォルダ名列集合を構成する各フォルダの子フォルダ名列の何れか
と、少なくとも１つの分類語を共有することを判定する。
【０１１１】
該当の項目別管理データのフォルダ別管理データチェインアドレス部からポイントされて
いるフォルダ別管理データチェインを構成するフォルダ別管理データを順次に取出し、取
出したフォルダ別管理データがポイントする分類語データチェインが表わす子フォルダ名
列と、「第２の取り出しデータ」としてセットされているフォルダ別管理データの分類語
データチェインが表わす子フォルダ名列との間の照合を繰り返せばよい。
【０１１２】
ステップＴ６の判定が得られなければ、次の「第２のデータ取出し位置」にセットされて
いるアドレスを「第２のデータ取出し位置」にセットするステップＴ７をおこなった後、
再び、ステップＴ３に戻る制御をおこない、ステップＴ６の判定が得られれば、「第２の
取出しデータ」としてセットをされているフォルダ別管理データに該当するフォルダを該
当の子フォルダ名共有フォルダ集合に組み入れた上（ステップＴ８）、ステップＴ２に戻
る制御をおこなう。
【０１１３】
ステップＴ８においては、「第２の取出しデータ」としてセットをされているフォルダ別
管理データに設けられている共有集合組み入れフラグに、共有子フォルダ名列集合に組み
入れられていることを示す上記特定値をセットした上、該当フォルダ別管理データのアド
レスを、該当項目別管理データからポイントされるフォルダ別管理データチェインの末尾
に位置するフォルダ別管理データの連結ポインタ－２にセットする。
【０１１４】
１つの子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各フォルダのフォルダ別管理データは、
子フォルダ名共有フォルダ集合に組み入れられる順に連結ポインタ－２によって連結され
、その先頭のフォルダ別管理データのアドレスは、項目別管理データのフォルダ別管理デ
ータチェインアドレス部にセットされることになる。
【０１１５】
また、各子フォルダ名共有フォルダ集合について作成される項目別管理データは、作成さ
れる順にその連結ポインタによって連結されることによって項目別管理データチェインを
形成し、その先頭データのアドレスは、項目別分類語識別部５２上の特定位置にセットさ
れる。
【０１１６】
システムは、ステップＬ２を終えた後、識別した各子フォルダ名共有フォルダ集合の中に
混入している別な分類視点によって子フォルダ設けているフォルダを除いた上、残りの各
フォルダの子フォルダ名列の中から、別な分類視点によって設けられている子フォルダ名
を除去する。 (ステップＬ３)。
【０１１７】
ステップＬ３においては、次の２つの処理がおこなわれる。第１の処理では、各子フォル
ダ名共有フォルダ集合から、その中に混入している別な分類視点によって子フォルダを設
けているフォルダを除去して、同じ分類視点によって子フォルダを設けているフォルダだ
けからなる集合を特定する。たとえば、“２００７年”という子フォルダ名を共有するこ
とによって、「作成年度」を分類視点として子フォルダを設けているフォルダの集合の中
に混入している「発生年度」を分類視点として子フォルダを設けているフォルダを除去す
る。
【０１１８】
ステップＬ３においておこなわれる第２の処理は、１つのフォルダの子フォルダ名列中に
含まれながら、該当のフォルダに係わる分類視点に対応する分類を表わしていない子フォ
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ルダ名を除いて、該当の分類視点に対応するフォルダ別分類語列を特定する。すなわち、
１つのフォルダのフォルダ別分類語列は、該当のフォルダに含まれる分類生成フォルダの
名称だけによって特定されることになる。たとえば、“２００７年”、“２００８年”、
“２００９年”、”特別書類“という子フォルダ名列の中から”特別書類“を除去し、「
作成年度」という分類視点に対応する、”２００７年“、”２００８年“、”２００９年
“からなるフォルダ別分類語列が特定される。
【０１１９】
ステップＬ３は、各子フォルダ名共有フォルダ集合を、１つづつ取出し、取り出した子フ
ォルダ名共有フォルダ集合を構成する全てのフォルダの子フォルダ名列をディスプレイ画
面２０ａ上に表示した上、除去したい子フォルダ名列、または、子フォルダ名を、ユーザ
にディスプレイ画面２０ａ上において指示させることを、全ての共有子フォルダ名列集合
について繰り返す形でおこなわれる。すなわち、システムは、まず、作成されている項目
別管理データチェインの先頭からから項目別管理データを１つずつ取出し、取出した項目
別管理データによってポイントされているフォルダ別管理データチェインもとづいて項目
別分類語列選択画面１０１(図１３)をディスプレイ画面２０ａ上に表示する。
【０１２０】
項目別分類語列選択画面１０１の上部には、ユーザが、現在、表示している子フォルダ名
共有フォルダ集合に対応させたい分類視点の名称である項目名を記入する項目名記入欄１
０２を設けている。ユーザが、該当の子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各子フォ
ルダ名列だけを見て、その分類視点が明らかに定まる場合には、この項目名記入欄１０２
への記入は省略してもよい。
【０１２１】
また、項目別分類語列選択画面１０１上においては、該当の子フォルダ名共有フォルダ集
合を構成する各子フォルダ名列ごとに、画面の１行に配置した分類語表示欄１０５を割り
当てた上、その中に該当の子フォルダ名列を構成する各子フォルダ名を、順次に配置表示
する。分類語表示欄１０５に配置表示される各子フォルダ名は、各々、マウス１４によっ
て独立してクリックすることができるように表示されているものとする。
【０１２２】
各分類語表示欄１０５の同一行左端に除外指示欄１０３を設け、除外指示欄１０３の右側
に設けた所属フォルダ全パス名表示欄１０４には、該当する子フォルダ名列を納めたフォ
ルダである所属フォルダの全パス名を表示する。項目別分類語列選択画面１０１の１行上
における所属フォルダ全パス名と各子フォルダ名の表示は、各々、該当のフォルダ別管理
データに登録されている該当フォルダ全パス名と分類語列データチェインに基づいておこ
なわれる。
【０１２３】
ユーザは、各分類語表示欄１０５において、該当するフォルダ別分類語列を構成しない子
フォルダ名があれば、その子フォルダ名をマウス１４によってクリック指示する。本発明
においては、１つのフォルダ内において該当するフォルダ別分類語列に属する子フォルダ
名を持つ子フォルダを、特に、フォルダトゥリ―においてその保存情報を特徴付ける分類
語を与えるフォルダとして分類語生成フォルダと呼ぶ。本操作によって項目別フォルダ集
合を構成するフォルダの子フォルダの中から分類語生成フォルダを指定することになる。
なお、本発明は、後述するように本操作によって、分類語生成フォルダから除外したフォ
ルダは、ファイル情報と並んで検索の対象となる検索対象フォルダとして扱う。
【０１２４】
システムは、以上のクリック指示を受け、クリック指示を与えた子フォルダ名を表わす分
類語データを次のように識別した上、識別した分類語データを登録したピック指示データ
を作成するとともに、クリック指示を与えた子フォルダ名に特定の特殊表示を与える。
【０１２５】
マウス１４による上記のクリック指示を与えた子フォルダ名を表わす分類語データは、次
のように識別することができる。すなわち、該当のフォルダ別管理データチェインの先頭
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からから順次に取出したフォルダ別管理データがポイントしている分類語データチェイン
から、さらに、それを構成する各分類語データを順次に取出し、その該当子フォルダ名の
項目別分類語列選択画面１０１上における配置位置を求め、求めた配置位置とマウス１４
による上記クリック指示位置と照合することを繰り返せばよい。ここで、各子フォルダ名
の項目別分類語列選択画面１０１上における配置位置は、項目別分類語列選択画面１０１
全体のディスプレイ画面２０aにおける配置位置を加えたディスプレイ画面２０aにおける
配置位置に変換された上、上記のマウス１４指示位置と照合されるものとする。
【０１２６】
順次に取り出した分類語データが表わす子フォルダ名の項目別分類語列選択画面１０１上
における配置位置は、最初に項目別分類語列選択画面１０１を作成した時に、各分類語デ
ータの該当子フォルダ名を配置表示したときと同じ方法によって求めることになる。
【０１２７】
ピック指示データの構成を、図１４に示す。その「種別」部には、指示対象が子フォルダ
名である場合、“０”がセットされ、「ピックデータポインタ」部には、識別した分類語
データのアドレスがセットされる。ピック指示データは、作成される順に、その「連結」
ポインタ」によって連結され、ピック指示データチェインを形成する。
【０１２８】
ユーザは、また、項目別分類語列選択画面１０１上において同時に表示されている他の子
フォルダ名列と異なる分類視点に対応する子フォルダ名列があれば、該当する行の除外指
示欄１０３をマウス１４によってクリック指示をおこなう。システムは、この除外指示欄
１０３に対する指示を受け、クリック指示を与えた行に対応するフォルダ別管理データを
次のように識別した上、識別したフォルダ別管理データを登録したピック指示データを作
成し、作成したピック指示データをピック指示データチェインに連結するとともに、クリ
ック指示を与えた除外指示欄１０３に特定の特殊記号を表示する。
【０１２９】
クリック指示を与えた除外指示欄１０３の該当行に対応するフォルダ別管理データは、該
当のフォルダ別管理データチェインから順次に取出したフォルダ別管理データがポイント
する分類語データチェインが表わす子フォルダ名列が項目別分類語列選択画面１０１上に
おいて配置される行位置を求めた上、求めた行位置とクリック指示を与えた除外指示欄１
０３が位置する行位置の間の照合を繰り返すことによって識別することができる。ここで
、順次に取り出した子フォルダ名列の項目別分類語列選択画面１０１上における配置行位
置は、最初に項目別分類語列選択画面１０１を作成した時に、各子フォルダ名列を配置表
示したときと同じ方法によって求めることになる。
【０１３０】
ユーザが、この子フォルダ名列の除外指示をおこなった場合には、ピック指示データの「
種別」部には、“１”がセットされ、「ピックデータポインタ」部には、識別したフォル
ダ別管理データのアドレスがセットされる。以上に述べた、ユーザによる子フォルダ名の
除外指示と子フォルダ名列の除外指示とは、順不同におこなわれてよい。
【０１３１】
ユーザは、上記した子フォルダ名列の除外指示にあたって、項目別分類語列選択画面１０
１上の各行において所属フォルダ全パス名表示欄１０４に表示されているフォルダ全パス
名を参照することによって、該当行上に表示されているフォルダ別分類語列の分類視点を
識別すればよい。
【０１３２】
所属フォルダ全パス名欄１０４に表示するフォルダ全パス名は、それを構成する各パス名
が、各々、マウス１４によって独立してクリックすることができるように表示されている
。構成パス名ごとに、それを表わす構成パス名データを内部メモリー　上においてたがい
に独立した形で保持した上、各構成パス名データに該当するテキストを所属フォルダ全パ
ス名欄１０４上において、定められた分離符号を挟んで、定められた順序に配置表示すれ
ばよい。マウス１４によるクリック位置と各構成パス名データの配置表示位置との照合を
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繰り返せば、クリック対象の構成パス名を特定することができる。
【０１３３】
ユーザは、項目別分類語列選択画面１０１の各行に配置したフォルダ内分類語列の分類視
点が判らないときには、表示されているフォルダ全パス名を構成する各パス名をマウス１
４によってクリック指示することによって、各パス名に対応するフォルダの内容を表示さ
せ、分類視点を特定することができる。
【０１３４】
今、ユーザがあるパス名をマウス１４によってクリック指示すると、指示されたパス名以
上の全ての上位のパス名を定めた方法に従って接続したテキストを全パス名とするフォル
ダを、環境制御プログラムに依頼して検索し、そのフォルダが直接に含むデータオブジェ
クトを表示する　　画面を表示させればよい。たとえば、今、全パス名が「…¥…¥…¥営
業情報￥０８￥下￥東京￥ＵＳ￥カーナビというフォルダ全パス名において、たとえば、
パス名「東京」を指示すると、該当するフォルダを…¥…¥…¥営業情報￥０８￥下￥東京
という全パス名によって取出し、その内容を該当するフォルダ画面に表示させればよい。
【０１３５】
ユーザは１つの共有子フォルダ名列集合について以上の操作を終えると、項目別分類語列
選択画面１０１上に設けられた「次」ボタン１０６を指示し、システムは、この指示を受
けて、図１５に示す項目別管理データ作成手順をおこなう。
【０１３６】
同手順においては、まず、項目名記入欄１０２に記入された項目名を該当の項目別管理デ
ータの「ユーザ名称部」にセットする。項目別管理データの「内部名称部」には、項目別
属性付け手順が開始されて以来、システムが自動的にとる追番号をセットする(ステップ
Ｗ１)。
【０１３７】
システムは、続いて、作成されているピック指示データチェインからピック指示データを
順次に取出し、その「種別」部に、指示対象が子フォルダであることを示す“０”がセッ
トされているピック指示データについて、その「ピックデータポインタ」部がポイントす
る分類語データを該当の分類語データチェイン上から削除することを繰り返す。(ステッ
プＷ２)。
【０１３８】
一般に、複数のデータをポインタによって連結したデータチェインにおいて、ある指示を
与えたデータを除去するには、指示されたデータの「１つ前の」データを識別した上、識
別したデータのポインタに、指示されたデータの「１つ後の」データのアドレスをセット
すればよい。指示されたデータの「１つ前の」データは、データチェイン上において、構
成データを先頭から１つずつ取出し、取り出したデータの「１つ後の」データが、指示さ
れたデータである場合、現在の取り出しデータを指示データの「１つ前の」データとすれ
ばよい。
【０１３９】
ステップＷ２においては、さらに、削除した各分類語データについて、該当の分類語をそ
の名称とするフォルダの全パス名を求めた上、求めた全パス名を登録した検索対象フォル
ダ登録データを作成する。前述したように、本発明は、フォルダ別分類語列に属さないフ
ォルダ名称として削除する分類語をその名称とするフォルダは、検索の対象となる検索対
象フォルダとして扱う。
【０１４０】
該当のフォルダの全パス名は、該当の分類語データチェインをポイントするフォルダ別管
理データの「全パス名」部に登録されているテキストに上記した第１の分離符を挟んで該
当分類語のテキストを接続することによって得ることができる。
【０１４１】
検索対象フォルダ登録データは、上記したテキスト格納データの形式で作成され、該当分
類語を納めたテキスト格納データが削除された順に連結ポインタ－１によって連結され、
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検索対象フォルダ登録データチェインを形成する。検索対象フォルダ登録データチェイン
の先頭データは項目別分類語識別部５２内の特定位置に記憶される。
【０１４２】
システムは、次に、再び、ピック指示データチェインからピック指示データを順次に取出
し、取出したピック指示データの「種別」部に、指示対象が子フォルダ名列であることを
示す“１”がセットされている場合、該当ピック指示データの「ピックデータポインタ」
部がポイントするフォルダ別管理データを該当のフォルダ別管理データチェイン上から、
除去することを繰り返す(ステップＷ３)。
【０１４３】
システムは、ステップＷ３において、上記した除去をおこなった各フォルダ別管理データ
ごとに新しく項目別管理データを作成し、そのフォルダ別管理データチェインアドレス部
に該当フォルダ別管理データのアドレスをセットする。ここで、新たに作成する項目別管
理データは、作成される順に該当の項目別管理データチェインの末尾に連結していくもの
とする。
【０１４４】
システムは、「次」ボタン１０６の指示を受けておこなわれる処理の最後に、該当の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合について、分類視点ごとに定まり、重複のない形で構成される
分類語の集合である項目別分類語列を識別し、識別した項目別分類語列を表わす項目別分
類語データチェインを該当する項目別管理データに登録する(ステップＷ４)。
【０１４５】
ステップＷ４においては、たとえば、「作成年度」という項目名を共有する項目別フォル
ダ集合に属する１つのフォルダの「２００７年」、「２００８年」、「２００９年」から
なるフォルダ別分類語列と、同じ項目別フォルダ集合に属する別なフォルダの「２００６
年」、「２００７年」からなるフォルダ別分類語列とから、「２００７年」という分類語
における重複を除去することによって、「２００６年」、「２００７年」、「２００８年
」、「２００９年」という分類語からなる項目別分類語列を識別することになる。
【０１４６】
システムは、項目別分類語データチェインの作成にあたって、まず、取り出している項目
別管理データがポイントするフォルダ別管理データチェインを構成する各フォルダ別管理
データからポイントされる分類語データチェインを順次に連結する。各フォルダ別管理デ
ータからポイントされる分類語データチェイン間の連結は、連結する両方の分類語データ
チェインにおいて各々、末尾と先頭に位置するテキスト格納データを、その連結ポインタ
－１によって連結すればよい。
【０１４７】
システムは、次に、連結した分類語データチェインから、それを構成する分類語データを
先頭から順次に、第１の分類語データとして取出した上、連結した分類語データチェイン
上において第１の分類語データと同じ分類語を格納した分類語データを、順次に特定し、
特定した分類語データを分類語データチェイン上から除去することを繰り返せばよい。
【０１４８】
システムは、続いて、以上のように作成した項目別分類語データチェインを構成する各分
類語データである第１の分類語データについて、該当の項目別管理データがポイントする
フォルダ別管理データチェインの中から該当の分類語と同じ分類語を格納している分類語
データを含む分類語データチェインを持つフォルダ別管理データを「所属フォルダ別管理
データ」として識別した上、識別したフォルダ別管理データを、第１の分類語データの連
結ポインタ－３からポイントする。該当の項目別管理データがポイントするフォルダ別管
理データチェインを順次に取出し、取出したフォルダ別管理データチェインがポイントす
る分類語データチェインを構成する各分類語データと照合を繰り返せばよい。
【０１４９】
以上の条件に該当するフォルダ別管理データとして、複数のフォルダ別管理データが識別
された場合には、識別されたフォルダ別管理データどうしを連結ポインタ－３によって順
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次連結した「所属フォルダ別管理データチェイン」を作成し、その先頭データのアドレス
は第１の分類語データの連結ポインタ－３にセットされる。
【０１５０】
以上の処理によって作成された項目別分類語データチェインの先頭データのアドレスは、
取り出している項目別管理データの項目別分類語データチェインアドレス部にセットされ
る。
【０１５１】
システムは、ユーザによる「次」ボタン１０６の指示を受けて以上の処理をおこなうと、
項目別管理データチェイン上の次位置に連結されている項目別管理データを取り出し、取
り出した項目別管理データがポイントしているフォルダ別管理データチェインに基づいて
項目別分類語列選択画面１０１を表示することから始まる上記の処理を同様に繰り返す。
【０１５２】
なお、上記のステップＷ２において削除対象として識別される各分類語データは、ステッ
プＷ２が２回目以降に繰り返されるとき、最初に作成された１つの検索対象フォルダ登録
データチェインの末尾に順に連結されていくものとする。
【０１５３】
システムは、項目別管理データチェインを構成する全ての項目別管理データからポイント
されている全てのフォルダ別管理データチェインについて上記の処理を繰り返した後、ス
テップＬ３を終え、次に、子フォルダ名共有フォルダ集合をマージすることによって、同
じ分類視点によって子フォルダを設けているフォルダの集合である項目別フォルダ集合を
得る手順（ステップＬ４）を開始する。ステップＬ４は、ユーザによる「次」ボタン１０
６の指示を受け、項目別管理データチェイン上の次位置の項目別管理データが取り出せな
いとき、自動的に開始されるものとする。
【０１５４】
各子フォルダ名共有フォルダ集合は、ステップＬ３の処理によって、すでに、同じ分類視
点によって子フォルダを設けているフォルダだけから構成される集合になっているが、ス
テップＬ４においては、さらに、たまたま共通する分類語を持たなかったり、同じ分類視
点に対応する分類語を持ちながら、その分類語の表記を異にするために、いまだに別の子
フォルダ名共有フォルダ集合に組み入れられているフォルダを、1つの項目別フォルダ集
合にまとめる処理をおこなう。
【０１５５】
本処理によって、たとえば、「作成年度」を項目名とし、「２００８年」、「２００９年
」、「２０１０年」からなる項目別分類語列を持つ子フォルダ名共有フォルダ集合と、同
じ「作成年度」を項目名とし、「２００６年」と「２００７年」からなる項目別分類語列
を持つ子フォルダ名共有フォルダ集合とがマージされ、「２００６年」、「２００７年「
２００８年」、「２００９年」、「２０１０年」からなる項目別分類語列を持つ項目別フ
ォルダ集合が得られることになる。
【０１５６】
あるいは、本処理によって、たとえば、「作成年度」を項目名とし、「２００８年」、「
２００９年」、「２０１０年」からなる項目別分類語列を持つ子フォルダ名共有フォルダ
集合と、同じ「作成年度」を項目名とし、「０７」と「０８」からなる項目別分類語列を
持つ子フォルダ名共有フォルダ集合とがマージされ、「２００７年「２００８年」、「２
００９年」、「２０１０年」からなる項目別分類語列持つ項目別フォルダ集合が得られる
ことになる。
【０１５７】
ステップＬ４の開始を受けて、システムは、まず、該当の項目別管理データチェインを構
成する各項目別管理データに登録されている項目別分類語データチェインとフォルダ別管
理データチェインにもとづいて、項目別分類語列マージ指示画面１１１(図１６)を表示す
る。
【０１５８】
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項目別分類語列マージ指示画面１１１においては、画面の１行上に、左側から順次にマー
ジ指示欄１１２、項目名表示欄１１３、フォルダ全パス名表示欄１１４、分類語列表示欄
１１５が設けられる。項目名表示欄１１３には該当する項目別管理データに登録されてい
る項目名が表示され、フォルダ全パス名表示欄１１４には、該当する項目別管理データが
ポイントしているフォルダ別管理データチェインの先頭データに格納されている「該当フ
ォルダ全パス名」が表示され、分類語列表示欄１１５内には、該当する項目別管理データ
がポイントしている項目別分類語データチェインを構成する各分類語データに登録されて
いる分類語テキストが順次に配置表示される。
【０１５９】
分類語列表示欄１１５内に配置表示される各分類語は、ユーザの指定によって同じ分類語
列表示欄１１５内において配置順序を自由に変更できるものとする。すなわち、ユーザは
、公知の方法として、分類語列表示欄１１５内に配置表示される１つの分類語に対してマ
ウス１４による特定の指示、たとえば、クリックをおこない、同じ分類語列表示欄１１５
内の任意位置のドラッグすることができる。
【０１６０】
システムは、上記のドラッグ指定を受けた分類語を格納している第１の分類語データとド
ラッグ先位置の直前に隣接する分類語を格納している第２の分類語データと第２の分類語
データの直後に位置している分類語を格納している第３の分類語データとを識別した上、
該当の分類語データチェインを、第２の分類語データの直後に第１の分類語データが位置
し、かつ、第１の分類語データの直後に第３の分類語データが位置するように連結し直せ
ばよい。
【０１６１】
ここで、以上に述べた分類語列表示欄１１５内における分類語の配置順序の変更は、以下
に述べるマージ指示操作の前におこなってもよいし、マージ操作を受けて新しくマージさ
れた項目別分類語列に対しておこなってもよい。
【０１６２】
また、フォルダ全パス名表示欄１１４においては、同欄に対するマウス　による特定の指
示、たとえば、ダブルクリックによって、該当のフォルダ別管理データチェインを構成す
る各フォルダ別管理データに登録されているフォルダ全パス名を順次に入れ替えて表示さ
せることができる。
【０１６３】
また、ユーザは、項目別分類語列選択画面１０１の場合と同様に、画面の各行に配置した
項目別分類語列の分類視点が判らないときには、フォルダ全パス名表示欄　に表示されて
いるフォルダ全パス名を構成する各パス名をマウス１４によってクリック指示することに
よって、各パス名に対応するフォルダの内容を表示させることもできる。
【０１６４】
ユーザは、項目別分類語列マージ指示画面１１１上の各行上に表示されている「項目名」
、「フォルダ全パス名」、「項目別分類語列」を参照し、１つの同じ分類視点に対応した
複数の項目別分類語列を識別した場合、同じ分類視点に対応した各項目別分類語列を表示
した行の左端のマージ指示欄１１２に、該当の各項目別分類語列をマージする上での連結
順序を示す数字をキーボード　を介して記入した上、項目別分類語列マージ指示画面　下
部に配置された「実行」ボタン１１６を指示する。
【０１６５】
上記の例で言えば、図１６に示すように、ユーザは、「２００８年」、「２００９年」、
「２０１０年」からなる項目別分類語列の該当マージ指示欄１１２には「１」を記入し、
「０７」と「０８」からなる項目別分類語列の該当マージ指示欄１１２には「０」を記入
することになる。
【０１６６】
システムは、「実行」ボタン１１６の指示を受け、図１７に示すフォーマットの同義語対
応付け画面１２１を表示する。同義語対応付け画面１２１においては、項目別分類語列マ
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ージ指示画面１１１上においてマージ指示欄１１２に対する上記の入力によって選択され
た各項目別分類語列ごとに、画面の１行上に配置した１つの分類語列表示欄１１５が割り
当てられ、割り当てられた各分類語列表示欄１１５内には、該当の項目別分類語列を構成
する各分類語が順次、配置表示される。
【０１６７】
　表示された同義語対応付け画面１２１上において、異なる項目別分類語列の間で同じ意
味が定義されている分類語の組み合わせである同義語グループを指定する必要がないとき
は、直ちに同義語対応付け画面１２１上に設けられた「終了」ボタン１２６を指示する。
たとえば、「２００８年」、「２００９年」、「２０１０年」からなる項目別分類語列と
「２００６年」と「２００７年」からなる項目別分類語列とをマージする場合である。シ
ステムは「終了」ボタン１２６の指示を受け、同義語対応付け画面１２１をディスプレイ
画面２０a上から消去した上、図１８に示す項目別管理データマージ手順をおこなう。
【０１６８】
各分類語列表示欄１２２内に配置表示した分類語の中から、同じ意味が定義されている分
類語の組み合わせである同義語グループが識別された場合、ユーザは、識別した同義語グ
ループに属する各分類語を、マウス１４によって、順次、クリック指示した上、同義語対
応付け画面に設けた「実行」ボタン１２５を指示する (図１７)。
【０１６９】
以上の同義語グループの指定において、該当の同義語グループを代表させる表記を持つ分
類語である代表分類語については、同義語対応付け画面１２１上に設けた「代表分類語」
ボタン１２３を指示した上、上記したマウス１４によるクリック指示をおこなう。ここで
、本明細書においては、１つの同義語グループに属する分類語の中、代表分類語以外の分
類語を異表記分類語と呼ぶことにする。
【０１７０】
たとえば、図１７に示した例でいえば、１行目の項目別分類語列の中から、「２００８年
」を代表分類語として選択し、２行目の項目別分類語列の中から「０８」を選択する。こ
こで、同義語対応付け画面において、同義語グループを構成する分類語として指定された
各分類語は、同義語グループに所属することを示す第１の特定の区別表示（図１７の場合
、背景色）が施される。さらに、代表同義語として指定された分類語は、該当の同義語グ
ループに所属する異表記分類語と異なる第２の区別表示(図１７の場合、背景色に加え下
線）が施されるものとする。
【０１７１】
ユーザによる「実行」ボタン１２５の指示を受け、システムは、指定された同義語グルー
プを構成する各分類語について、代表分類語として指定された分類語と次のように対応付
けをおこなう。すなわち、項目別分類語列を表わす項目別別分類語データチェインを構成
する分類語データであって、同義語グループを構成する各異表記分類語を格納してきた第
１の分類語データについて、新しい第２のテキスト格納データを作成し、作成した第２の
テキスト格納データ内にこれまで第１の分類語データが格納してきた異表記分類語をコピ
ーした上、第２のテキスト格納データを第１の分類語データの「異表記分類語データ」と
して連結ポインタ－２からポイントする。一方、第１の分類語データ内には該当の分類語
の代表同義語を表わすテキストを格納する。
【０１７２】
上記の例でいえば、これまで「０8」という異表記分類語を格納してきた分類語データに
ついて、該当の異表記分類語「０8」をコピーした新しいテキスト格納データを作成し、
連結ポインタ－２を介して連結した上、該当の分類語データ内には「２００8年」という
代表分類語を格納し替えることになる。
【０１７３】
システムは、続いて、作成した異表記分類語データについて、該当の項目別管理データが
ポイントするフォルダ別管理データチェインの中から、該当の異表記分類語と同じ分類語
を格納している分類語データを含む分類語データチェインを持つフォルダ別管理データを
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「所属フォルダ別管理データ」として識別した上、第１の分類語データの連結ポインタ－
３からポイントする。以上の条件に該当するフォルダ別管理データが複数個識別された場
合には、識別されたフォルダ別管理データどうしを連結ポインタ－３によって順次連結し
た「所属フォルダ別管理データチェイン」を作成し、その先頭データのアドレスを第１の
分類語データの連結ポインタ－３にセットする。
【０１７４】
同義語グループに指定された異表記分類語と代表同義語を対応付ける第２の方法として、
次の方法をとってもよい。指定された異表記分類語をその項目別分類語列中に含む項目別
管理データを識別した上、識別した項目別管理データのフォルダ別管理データチェインを
構成する全てのフォルダ別管理データの分類語データチェインに含まれる分類語データの
中、該当の異表記分類語を格納している全ての分類語データについて、該当の代表分類語
を格納するテキスト格納データを「代表分類語データ」として作成し該当の異表記分類語
を格納している分類語データの連結ポインタ－２からポイントする。
【０１７５】
上記の場合でいえば、該当の項目別管理データが管理する全てのフォルダ別管理データの
分類語データチェインを構成する分類語データの中、異表記分類語「０８」を格納した全
ての分類語データについて、代表分類語「２００８年」を格納した代表分類語データを作
成した上、該当の異表記分類語データの連結ポインタ－２からポイントすればよい。
【０１７６】
同義語対応付け画面上１２１における、１つの同義語グル―プの指定において、代表分類
語としたい分類語が、どの分類語列表示欄１２２内にも配置されていない場合には、代表
分類語としたい分類語を新たに追加記入した後に、上記したマウス１４　　による同義語
グループの指定操作をおこなえばよい。
【０１７７】
上記の例でいえば、図1７に示した同義語対応付け画面１２１の１行目の分類語列表示欄
　内に表示されている「２００８年」、「２００９年」、「２０１０年」からなる項目別
分類語列内には、「０７」という分類語と同義の分類語が存在していないので、該当の分
類語列表示欄１２２に分類語「２００７年」を追加記入する。
【０１７８】
この新たな分類語の追加記入は、例えば、次の方法によっておこなえばよい。ユーザが、
まず、同義語対応付け画面１２１下部に設けた「追加記入」ボタン１２４を指示すると、
システムは。その指示を受け、公知の方法として各分類語列表示欄１２２全体をキーボー
ド　を介したテキストの自由な挿入、追加が可能なテキスト入力エリアに変更する。変更
されたテキスト入力エリア内において、各分類語はスペースコードを介して連結された１
つのテキストとして扱われることになる。
【０１７９】
ユーザは、テキスト入力エリアに必要な分類語を追加記入した後、再び、「追加記入」ボ
タン１２４の指示をおこなうと、システムは、テキスト入力エリアの更新された入力内容
に基づいて、追加した分類語を格納する分類語データを含む項目別分類語データチェイン
を作成する。テキスト入力エリアから入力されている各分類語を順次に切り取り、切り取
った分類語を格納した分類語データを作成した上、順次に連結することを繰り返せばよい
。
【０１８０】
システムは、一方、上記「追加記入」ボタン１２４の再指示を受け、分類語列表示欄１２
２を、再び、各分類語がマウス１４によるクリック指示可能な元の表示方法に戻す。ここ
で、ユーザは、上記したマウス１４を用いた同義語グループの指示をおこなえばよい。上
記の例でいえば、分類語「０７」と追加記入した分類語「２００７年」とをマウス１４に
よってクリック指示することになる。
【０１８１】
ユーザは、１つの同義語グループを指定する操作を、同義語対応付け画面１２１上におい



(54) JP 2016-197427 A 2016.11.24

10

20

30

40

50

て同義語グループとして指定されたことを示す上記した特定の区別表示が施されていない
分類語が無くなるまで繰り返した後、同義語対応付け画面１２１上に設けられた「終了」
ボタン１２６を指示する。システムは「終了」ボタン１２６の指示を受け、同義語対応付
け画面１２１を　ディスプレイ画面２０a上から消去した上、図１８に示す項目別管理デ
ータマージ手順をおこなう。
【０１８２】
項目別管理データマージ手順において、システムは、まず、指示された各項目別分類語列
に該当する各項目別管理データからポイントされるフォルダ別管理データチェインのマー
ジをおこなう(ステップＵ１)。すなわち、該当する各フォルダ別管理データチェインを連
結した新しいフォルダ別管理データチェインを作成した上、連結したフォルダ別管理デー
タチェインの先頭データのアドレスを、マージ指示欄１１２において先頭順位に指定され
た項目別分類語列に該当する項目別管理データのフォルダ別管理データチェインアドレス
部にセットする。ここで、以上のフォルダ別管理データチェイン間の連結は、該当の各項
目別分類語列がマージ指示欄１１２において指示された順序にしたがっておこなうものと
する。
【０１８３】
フォルダ別管理データチェイン間の連結は、連結上の前方向に位置させたいフォルダ別管
理データチェインのフォルダ別管理データの連結ポインタ－２に連結上の後方向に位置さ
せたいフォルダ別管理データチェインの先頭データのアドレスをセットすればよい。
【０１８４】
次に、システムは、指示された各項目別分類語列に該当する各項目別管理データからポイ
ントされる項目別分類語データチェインのマージをおこなう(ステップＵ２)。すなわち、
まず、該当する各項目別分類語データチェインを連結した新しい分類語データチェインを
作成した上、その先頭アドレスを先頭順位に指定された項目別管理データの項目別分類語
データチェインアドレス部にセットする。この項目別分類語データチェイン間の連結も、
該当の各項目別分類語列がマージ指示欄１１２において指示されたマージ順序にしたがっ
ておこなうものとする。項目別分類語データチェイン間の連結は、同データチェインにお
いて連結の前方向の分類語データチェインの末尾テキスト格納データの連結ポインタ－１
に連結の後方向の分類語データチェインの先頭データのアドレスをセットすればよい。
【０１８５】
システムは、ステップＵ２において、続いて、以上のように連結された分類語データチェ
インから重複する分類語を次のように除去する。すなわち、システムは。連結した分類語
データチェインから、それを構成する分類語データを先頭から第１の分類語データとして
順次に取出し、第１の分類語データについて次の処理をおこなう。
【０１８６】
すなわち、連結した分類語データチェイン上において、第１の分類語データ以外の分類語
データであって、第１の分類語データと同じ表記の分類語を格納した第２の分類語データ
を順次に特定していく。該当の分類語データチェインから、それを構成する分類語データ
を先頭から順次に取出し、その格納テキストを第１の分類語データの格納テキストと照合
することを繰り返せばよい。
【０１８７】
ここで、第２の分類語データが複数個、特定されたとき、第２の分類語データとして特定
された各分類語データが連結ポインター２を介してポイントしている異表記分類語データ
どうしを順次に連結ポインター２によって連結した上、連結した分類語データチェインを
異表記分類語データチェインとして、その先頭データのアドレスを第１の分類語データの
連結ポインター２にセットする。第１の分類語データが、すでに連結ポインター２によっ
て異表記分類語データをポイントしている場合には、第２の分類語データについて得られ
た異表記分類語データチェインの先頭データのアドレスを、第１の分類語データがポイン
トしている異表記分類語データの連結ポインター２にセットすればよい。
【０１８８】
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第１の分類語データについて以上の処理をおこなった後、続いて、特定された全ての第２
の分類語データを、連結した分類語データチェイン上から削除する。以上の処理は、該当
の分類語データチェイン上において、取り出される全ての第１の分類語データについて繰
り返すことになる。
【０１８９】
システムはステップＵ２を終えた後、上記のマージ指示を受けた各項目別管理データの中
、先頭順位に指定された項目別管理データ以外の項目別管理データを、該当の項目別管理
データチェインから削除する（ステップＵ３）。
【０１９０】
システムは、続いて、以上のように更新した新しい項目別管理データチェインとそれから
ポイントされるフォルダ別管理データチェインと分類語データチェインとにもとづいて、
新しい項目別分類語列マージ指示画面１１１を作成して、ディスプレイ画面２０a上に表
示する（ステップＵ４）。
【０１９１】
ユーザは、新しい項目別分類語列マージ指示画面１１１においてマージするべき項目別分
類語列の組み合わせを他に識別すれば、同じ操作を繰り返し、マージするべき全ての項目
別分類語列の組み合わせに対して以上の操作を終えると、項目別分類語列マージ指示画面
に配置した「終了」ボタン１１７を指示する。
【０１９２】
項目別分類語列マージ指示画面１１１における「終了」ボタン１１７の指示を受け、シス
テムは、項目別分類語列マージ指示画面１１１をディスプレイ画面２０a上から消去した
上、ステップＬ４を終了し、続いて、項目別分類付け付与部５６による項目別分類付け付
与処理をおこなう（ステップＬ５）。
【０１９３】
　項目別分類付け付与処理においては、検索対象先頭フォルダから展開されるフォルダト
ゥリ―上に保存した情報について、その情報を該当のフォルダトゥリ―によって特徴付け
るデータである情報属性データチェインを作成し、該当の情報と対応付ける処理をおこな
う。
【０１９４】
情報属性データチェインは、情報を１つの分類視点ごとに特徴付けるデータである情報属
性データをその連結ポインタによって連結する形で形成される。情報属性データは、該当
の情報を特徴付ける上での視点である項目名と該当の視点から見た情報の特徴値であるデ
ータ名の対として構成され、図１９に示す形式によって作成される。
【０１９５】
１つの情報属性データは、該当の情報に付せられた全パス名を構成する１つのパス名に基
づいて作成され、また、指定されたフォルダトゥリ―において１つの情報を特徴付ける情
報属性データチェインは、該当情報の全パス名の部分テキストであって、検索対象として
指定されたフォルダの該当パス名から始まり、該当情報の該当パス名の次の上位に位置す
るパス名に至るまでのパス名の集合である「検索対象パス名列」に基づいて作成される。
【０１９６】
たとえば、　該当の情報の全パス名が「…¥…¥…¥営業情報￥０８￥下￥東京￥ＵＳ￥カ
ーナビ￥報告書」であり、検索対象先頭フォルダの全パス名が「…¥…¥…¥営業情報￥０
８」である場合、「０８￥下￥東京￥ＵＳ￥カーナビ」という検索対象パス名列から、パ
ス名「０８」、「下」、「東京」、「ＵＳ」、「カーナビ」が順次に取出され、該当する
情報属性データが作成されることになる。
【０１９７】
システムは、属性データ対応付け手順において、公知の方法によって検索対象先頭フォル
ダから展開されるフォルダトゥリ―を構成する全ての情報を、順次に「取出し情報」とし
て取出し、取出した情報が、検索対象となる情報である検索対象情報である場合に情報属
性データを作成する。上記したように、本発明では、ファイル情報以外に、検索対象フォ
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ルダとしてその名称を上記の検索対象フォルダ登録データチェインに登録したフォルダも
検索対象情報として扱う。
【０１９８】
「取出し情報」が、ファイル情報であることは、該当の情報を管理するデータオブジェク
ト管理データの「種別情報」を参照することによって判定することができる。また、取出
した情報が、検索対象フォルダ登録データチェインに登録されたフォルダであることは、
該当情報の全パス名と検索対象フォルダ登録データチェインに登録された各フォルダの全
パス名との間の照合を繰り返すことによって判定することができる。
【０１９９】
「取出し情報」を、検索対象として指定したフォルダを起点とするフォルダトゥリ―にお
いて特徴づける情報属性データチェインは、該当の情報に付せられた検索対象パス名列に
基づいて、図２０に示す手順によって作成される。システムは、図２０に示す手順におい
て、まず、「取出し情報」の検索対象パス名列からその構成パス名を順次に取り出してい
く上での指定パラメータである「取出しパス名」として、最初に、検索対象として指定し
た検索対象先頭フォルダのパス名を指定する（ステップＰ１）
【０２００】
続いて、「取出しパス名」が該当の情報の名称であるか、否かを判定し、（ステップＰ２
）、該当の情報の名称でない場合には、次のステップＰ３に進み、「取出し情報」の名称
である場合には、該当の検索対象パス名列から必要な全てのパス名を取り出し終えている
ものとして、手順を終了する。
【０２０１】
ステップＰ３においては、「取出しパス名」を名称とするフォルダの親フォルダについて
作成されているフォルダ別管理データと、そのフォルダ別管理データを、該当フォルダ別
管理データチェイン中に含んでいる項目別管理データとを識別する。項目別分類語識別部
５２に記憶されている項目別管理データチェインからそれを構成する各項目別管理データ
を、順次にとり出し、とり出した項目別管理データからポイントされているフォルダ別管
理データチェインを構成する各フォルダ別管理データの「全パス名」部登録テキストと「
取出しパス名」を名称とするフォルダの親フォルダの全パス名との間の照合をくり返せば
よい。
【０２０２】
ここで、「取出しパス名」を名称とするフォルダの親フォルダの全パス名は、「取出し情
報」の全パス名の部分テキストであって、その最上位の構成パス名は「取出し情報」の全
パス名の最上位の構成パス名と同じあり、また、その最下位の構成パス名は「取出しパス
名」を名称とするフォルダの親フォルダのパス名、すなわち、「取出しパス名」の１つ上
位に位置するパス名である全パス名テキストとして識別することができる。
【０２０３】
続いて、検索対象先頭フォルダから展開されるフォルダトゥリ―を構成する全ての情報に
ついて作成されているデータオブジェクト管理データ、並びに、項目別分類語識別部５２
に記憶している項目別管理データチェインとにもとづいて、「取出しパス名」に対応する
代表分類語を識別する（ステップＰ４）。
【０２０４】
ステップＰ４においては、識別した項目別管理データがポイントする項目別分類語データ
チェインの中から、それを構成する分類語データを第１の分類語データとして順次に取出
し、取り出した分類語データに登録されている代表分類語、および、取り出した分類語デ
ータから連結ポインタ－２によってポイントされている異表記分類語データチェインの中
に登録されている各異表記分類語を「取出しパス名」と照合することを繰り返し、「取出
しパス名」と同じ代表分類語を格納した分類語データ、または、「取出しパス名」と同じ
異表記分類語を格納した異表記分類語データを第２の分類語データとして識別する。
【０２０５】
続いて、識別した第２の分類語データから連結ポインタ－3を介してポイントされている
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所属フォルダ別管理データチェインの中に、ステップＰ３において識別したフォルダ別管
理データが含まれていることを判定する。以上の判定が得られれば、第１の分類語データ
が格納する分類語を「取出しパス名」に対応する代表分類語として識別し、以上の判定が
得られなければ、以上の判定が得られるまで、第１の分類語データを順次に取出し、第２
の分類語データを識別した上、上記の判定をおこなうことを繰り返す。
【０２０６】
異表記分類語に代表同義語を対応付ける方法として、上記した第２の方法を取っている場
合、ステップＰ４は、「取出しパス名」を名称とするフォルダの親フォルダの全パス名を
その「全パス名部」に登録したフォルダ別管理データを識別した上、その分類語データチ
ェインを構成する分類語データの中から、「取出しパス名」を分類語として格納している
分類語データを識別し、識別した分類語データが連結ポインタ－２を介してポイントして
いる代表分類語データが格納している代表分類語を識別することになる。
【０２０７】
システムは、以上のように識別した項目別管理データの「項目名」部に登録されている項
目名がその「項目名部」にセットされ、識別した代表分類語がその「データ名部」にセッ
トされた情報属性データを作成する（ステップＰ５）。たとえば、「取出しパス名」が「
０７」である場合、まず、識別される項目別管理データに登録されている項目名「作成年
度」が、該当の情報属性データの「項目名」部にセットされる。
【０２０８】
さらに、その項目別管理データからポイントされる項目別分類語データチェインを構成す
る分類語データの中に、異表記分類語「０７」を納めた異表記分類語データをポイントす
る第１の分類語データが識別され、かつ、識別された異表記分類語「０７」を納める分類
語データがポイントする所属フォルダ別管理データチェインの中に、ステップＰ３におい
て識別されているフォルダ別管理データチェインが含まれている場合、識別された第１の
分類語データが納める代表分類語「２００７年」を該当情報属性データの「データ名」部
にセットする。
【０２０９】
システムは、続いて、作成した情報属性データを、情報属性データチェインに連結する。
最初に作成した情報属性データは、項目別分類付付与部５６内の特定位置にセットし、２
番目以降に作成された情報属性データは、そのアドレスを直前に作成された情報属性デー
タの連結ポインタにセットすればよい（ステップＰ６）。
【０２１０】
システムは、続いて、該当の検索対象パス名列上において現在の「取出しパス名」の次の
下位に位置するパス名を、新しく「取出しパス名」としてセットした上、ステップＰ２に
戻る制御をおこなう（ステップＰ７）。
【０２１１】
システムは、以上のように、該当の情報について情報属性データチェインを作成し終える
と、個別情報管理データを作成した上、作成した情報属性データチェインの先頭データの
アドレスを、作成した個別情報管理データの情報属性データチェインアドレス部にセット
する。個別情報管理データの形式を図２１に示す。個別情報管理データの「名称部」と「
情報種別部」には、各々、該当情報の全パス名と種別情報がセットされる。「アイコン配
置位置」の使い方については後述する。
【０２１２】
たとえば、「０８￥下￥東京￥ＵＳ￥カーナビ￥報告書」という検索対象パス名列を持つ
ファイル情報については、項目名「年度」についてデータ名「２００８年」、項目名「期
別」についてデータ名「下期」、項目名「支店」についてデータ名「東京」、かつ、項目
名「仕向け」についてデータ名「米国」、かつ、項目名「商品」についてデータ名「カー
ナビ」が対応する情報属性データが作成されることになる。ここで、上記検索対象パス名
列を構成する各パス名の中、パス名「０８」には代表分類語「２００８年」、パス名「下
」には代表分類語「下期」、パス名「ＵＳ」には代表分類語「米国」が、対応付けられて
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いるものとする。
【０２１３】
以上のように、該当のフォルダトゥリ―上に保存されている各情報について作成された個
別情報管理データは、連結ポインタによって順次に連結され、個別情報管理データチェイ
ンを形成し、その先頭データのアドレスは、項目別分類付け付与部５６内の特定位置にセ
ットされる。
【０２１４】
システムは、続いて、表示している項目別分類語列マージ指示画面を消去した後、項目別
属性付け手順を終了し、続いて、図２２に示す検索全体手順を開始する。検索全体手順の
中、ステップＦ１、ステップＦ２、ステップＦ３は検索条件入力部５３による検索条件入
力処理として、ステップＦ４は出力表作成部５４による出力表作成処理として、ステップ
Ｆ５は出力表表示部５８による出力表表示処理としておこなわれる。
【０２１５】
検索全体手順においては、まず、項目別分類語識別部５２に保存した項目別管理データチ
ェインにもとづいて、に、ユーザが検索条件を入力する画面である検索条件指定画面１８
０（図２３）が作成表示される（ステップＦ１）。検索条件指定画面１８０においては、
１つの行上に１つの項目欄１８５と１つのキーワード指定欄１８３が対応して設けられ、
この１行上の項目欄とキーワード指定欄１８３の組合せが縦方向に複数個設けられている
。
【０２１６】
システムは、項目別分類語列識別部５２に保存した項目別管理データチェインから項目別
管理データを順次に取出し、取り出した項目別管理データに登録されている項目名と項目
別分類語列を、各々、上方から順次に取り出した１行上の項目欄１８５とキーワード指定
欄１８３に表示する。項目欄１８５内には、該当の項目別管理データの「項目名」部の格
納テキストが記入され、キーワード指定欄１８３内には、該当の項目別管理データからポ
イントされる項目別分類語データチェインを構成する各分類語データの格納テキストが、
該当の項目名に対応するデータ名として、順次に配置記入される。１つの「キーワード指
定欄１８３」に記入される各データ名は、互いに定めた間隔を空け、マウス１４によるク
リック指示によって選択することができるように配置表示される。
【０２１７】
　次に、ユーザは、検索条件指定画面１８０上において意図する検索条件を入力し、シス
テムは、この入力を識別する(ステップＦ２）。検索条件の入力は、ユーザが検索条件指
定画面１８０の各キーワード指定欄１８３に記入されているデータ名の中から、所望の情
報を取り出すためのキーワードとしたいデータ名をマウス１４を用いた特定操作によって
選択する形でおこなわれる。
【０２１８】
以上のキーワードの指定は、『１つのキーワード指定欄１８３内に記入された複数のキー
ワード（１つの項目名に対応するキーワード）は、互いに「論理和」がとられ、各キーワ
ード指定欄１８３の指定内容は、互いに「論理積」をとられる』という約束の下におこな
われる。
【０２１９】
システムは、以上のようにキーワードとして識別されたデータ名を納めた分類語データを
識別した上、そのワークフラグに、以上の選択を受けたことを示す特定値をセットする。
また、ディスプレイ画面２０a上において、該当の表示テキストにキーワードとして指定
されたことを示す特殊表示をおこなう。
【０２２０】
図２３は、項目名「年度」について得られている項目別分類語列「２００６年」、「２０
０７年」、「２００８年」、「２００９年」、項目名「期別」について得られている項目
別分類語列「上期」、「下期」、項目「商品」について得られている項目別分類語列「カ
メラ」、「テレビ」、「ＤＶＤ」、「カーナビ」、項目「支店」について得られている項
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目別分類語列「東京」、「名古屋」、「大阪」、項目「仕向け」について得られている項
目別分類語列「米国」、「欧州」、「日本」、「アジア」を、各々、各行上の項目欄１８
５に表示した検索条件指定画面１８０において、項目「年度」について「２００７年」と
「２００８年」、項目名「商品」について「カメラ」と「カーナビ」を検索キーワードと
して選択した例を示したものである。
【０２２１】
識別されたキーワードを納めた分類語データは、各項目別管理データからポイントされる
項目別分類語データチェインを構成する各分類語データを順次に取り出し、取り出した分
類語データが納める分類語の検索条件指定画面１８０上における配置位置を上記した定め
た配置方法にしたがって求めた上、ディスプレイ画面２０a上のマウス１４指定位置との
間で照合を繰り返すことによって識別することができる。
【０２２２】
ユーザが検索条件指定画面１８０上における検索条件の指定を終え、検索条件指定画面１
８０上の実行ボタン１８７を指示すると、システムは、検索条件指定画面１８０の各キー
ワード指定欄１８３ごとに、その中で選択したキーワードに基づいて検索条件データを作
成する（ステップＦ３）。
【０２２３】
システムは、先ず、項目別管理データチェインから項目別管理データを順次に取出し、そ
のワークフラグにキーワードとして指定されたことを示す特定値がセットされている分類
語データを含む項目別分類語データチェインをポイントする項目別管理データを選択する
。
【０２２４】
システムは、次に、選択された項目別管理データについて、そのワークフラグに上記特定
値がセットされている分類語データを順次に識別し、識別した分類語データの格納テキス
トをコピーしたテキスト格納データをデータ名データとして作成した上、作成した各デー
タ名データを、該当分類語データの項目別分類語データチェインおける配置順序にしたが
って順次に連結ポインタ－１によって連結することによってデータ名データチェインを作
成する。
【０２２５】
システムは、続いて、該当の項目別管理データの「項目名」部の登録テキストをコピーし
たテキスト格納データを項目名データとして作成した上、該当データ名データチェインと
該当項目名データと関連付ける検索条件データを作成する。
【０２２６】
検索条件データの構成を図２４に示す。項目名部とデータ名データチェインポインタ部と
連結ポインタ部とからなり、項目名部には該当する項目欄１８５に記入されたテキストが
セットされ、データ名データチェインポインタ部には、作成したデータ名データチェイン
の先頭データのアドレスがセットされる。
【０２２７】
作成された検索条件データは、該当の項目別管理データの項目別管理データチェインにお
ける配置順序、すなわち、表検索条件指定画面１８０上における該当するキーワード指定
欄１８３の配置順序にしたがって、連結ポインタによって連結されることによって、検索
条件データチェインを形成し、そのアドレスは検索条件入力部５３内の特定アドレスにセ
ットされる。
【０２２８】
システムは、続いて、出力表作成部５４の処理として、作成した検索条件データチェイン
にもとづいて、検索した情報を出力する表である検索出力表を作成する（ステップＦ４）
。本明細書においては、以降、検索出力表を、単に、「表」と呼ぶこともある。
【０２２９】
検索出力表は、図２５に示す構成をとる。検索出力表のフォーマットは、アイコン配置欄
４１と横方向見出し語配置欄４２と、縦方向見出し語配置欄４３とからなり、アイコン配
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置欄４１内には１つのアイコンを配置する矩形域であるアイコン配置欄セルがマトリクス
状に配置される。横方向見出し語配置欄４２はアイコン配置欄４１の上端外側に隣接して
配置され、縦方向見出し語配置欄４３はアイコン配置欄４１の左端外側に隣接して配置さ
れる。見出し語欄（横方向見出し語配置欄４２と、縦方向見出し語配置欄４３を合わせて
見出し語欄と呼ぶ）の中にはアイコン配置欄４１内の各セルを特徴付ける見出し語が記入
される。
【０２３０】
１つの見出し語欄には、１つの項目名に属する見出し語が記入される。また、１つの見出
し語欄は、１つの行、または、１つの列の上に配置された上、１つの見出し語が記入され
る矩形域である見出し語欄セルに分割される。見出し語欄セルも、上記アイコン配置欄４
１のマトリクスを区切る罫線によって分割され、対応するアイコン配置欄セルと同じ行、
または列上に配置されるようになっている。
【０２３１】
たとえば、図２６に示す表２２０において、項目名「年度」に対応する見出し語「2007年
」、「2008年」、「未分類」はアイコン配置欄４１の上側の行に配置され、項目名「商品
」に対応する見出し語「カメラ」、「カーナビ」、「未分類」は、アイコン配置欄４１の
左側に隣接する列上に配置される。
【０２３２】
また、図２７に示す表２３０において、項目名「仕向け」に対応する見出し語「米国」、
「日本」、「欧州」はアイコン配置欄４１の上側最上行に配置され、項目名「期別」に対
応する見出し語「上期」、「下期」は、その下に隣接する第２行上に配置されている。ま
た、項目名「支店」に対応する見出し語「東京」、「名古屋」、「大阪」は、アイコン配
置欄４１の左側に隣接する列上に配置される。
【０２３３】
このように見出し語欄は、アイコン配置欄４１の上端外側、または左端外側の各々におい
て複数個設けることができる。アイコン配置欄４１の上側に設ける見出し語欄の間では、
１つの見出し語欄の各セルの隣接下側には、別の見出し語欄全体が配置されるようになっ
ている。アイコン配置欄４１の左側の見出し語欄についても同様である。たとえば、図２
７に示す表において、見出し語欄最上行内の各見出し語「米国」、「日本」、「欧州」に
対応し、下の行上では、見出し語「上期」、「下期」の組合せが繰り返して配置されてい
る。
【０２３４】
検索出力表は、次に述べる構成をとるフォーマットである「表」を順序序付けて関連付け
た「階層表」として作成されることもあるたとえば、図２６に示した表２２０の下位の階
層の表として、図２７に示す表２３０が位置づけられる。階層表を構成する各階層の表に
は、各々、異なる項目名の見出し語が配置される。すなわち、同じ項目名の見出し語は、
階層表を構成する複数の表には配置されない。
【０２３５】
階層表は、後述するように、それを構成する１つの表のアイコン配置欄４１内の１つのア
イコン配置欄セル（第１のセル）に対して、ユーザが表管理アプリケーション画面３３上
からの特定のオープン指示操作（例えば、マウス１４による右クリック）をおこなうと、
階層表における次の順位の表が表示されるという形で使用される。
【０２３６】
本発明において、１つの階層に属する全ての表は、同じ表フォーマットを持つものとする
。すなわち、上記の表上において、１つのアイコン配置欄セルである第１のセルとは別の
アイコン配置欄セルに対して上記オープン指示操作をおこなうと、第１のセルへのオープ
ン指示操作によって表示される表と同じフォーマットの表が表示される。ただし、表の外
部の特定位置には、指示されたセルに対応する見出し語を示す共通文字列４５が表示され
、ユーザはこの共通文字列４５によって、現在表示されている表を表示させるために指示
されたセルを識別することができる。
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【０２３７】
検索出力表は、第１の表元データと第２の表元データとを原始データとして図２８に示す
検索出力表作成手順によって作成される。同手順においては、まず、作成した検索条件デ
ータチェインにもとづいて第１の表元データチェインを作成する(ステップＨ１)。
【０２３８】
ステップＨ１においては、まず、作成された検索条件データチェインを構成する各検索条
件データにもとづいて表元データを作成する。表元データの形式を図２９に示す。表元デ
ータは、「項目名部」、「データ名データチェインポインタ部」、「方向部」、「使用区
分フラグ部」、「連結ポインタ部」とから構成され、その中の「項目名部」には検索条件
データの「項目名部」登録テキストをコピーし、「データ名データチェインポインタ」に
は、該当の検索条件データからポイントされるデータ名データチェインをコピーしたデー
タ名データチェインの先頭データのアドレスをセットする。また、「使用区分フラグ部」
には”１”をセットしておく。
【０２３９】
ステップＨ１においては、さらに、各表元データからポイントするデータ名データチェイ
ンの末尾に、システムの予約語である「未分類」をデータ名として格納したデータ名デー
タを追加する。該当データ名データチェインの末尾データの連結ポインタ－１に、「未分
類」を格納するデータ名データのアドレスをセットすればよい。以上のように作成された
た各表元データは、連結ポインタによって順次に連結され、第１の表元データチェインを
形成する。
【０２４０】
システムは、続いて、検索条件指定画面１８０において、その上に配置されたデータ名が
検索条件として指定されなかったキーワード指定欄１８３について、該当する項目別管理
データにもとづいて第２の表元データチェインを作成する（ステップＨ２）。
【０２４１】
配置データ名が検索条件として指定されなかったキーワード指定欄１８３に該当する項目
別管理データは、項目別管理データチェインを構成する各項目別管理データの中、上記ワ
ークフラグにキーワードとして指定されたことを示す特定値がセットされている分類語デ
ータを含まない項目別分類語データチェインをポイントする項目別管理データを選択すれ
ばよい。
【０２４２】
システムは、次に、以上のように選択した各項目別管理データごとに、新たに表元データ
を作成した上、次のように作成した項目名データとデータ名データチェインを作成し、各
々、該当表元データの「項目部」と「データ名データチェインポインタ部」とからポイン
トする。
【０２４３】
項目名データは、該当の項目別管理データの「項目名部」に登録されている項目名をセッ
トしたテキスト格納データとして作成され、また、データ名データチェインは、該当の項
目別管理データがポイントしている項目別分類語データチェインを構成する各分類語デー
タをコピーしたデータ名データを連結ポインター１によって連結することによって作成す
ることができる。作成された各表元データは、連結ポインタによって連結され、第２の表
元データチェインを形成する。ここで、第２の表元データチェインを構成する各表元デー
タの「使用区分フラグ」には”０”をセットしておく。
【０２４４】
次に、システムは、出力表作成部５４に設けた階層フラグを参照することによって、検索
出力表を１つの表の形で出力するか、階層表の形で出力するか、振り分ける処理をおこな
う(ステップＨ３)。
【０２４５】
ステップＨ３において、システムは、階層フラグに第１の特定値がセットされていれば、
制御をステップＨ４に分岐させ、検索出力表を１つの階層からなる表として作成する。ま
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た、階層フラグに第２の特定値がセットされていれば、制御をステップＨ５に分岐させ、
検索出力表を複数の階層の表からなる階層表として作成する。また、階層フラグに第３の
特定値がセットされていれば、検索出力表を１階層からなる表として作成するか、階層表
として作成するか自動的に決定した上、該当のステップに分岐させる。
【０２４６】
階層フラグに第３の特定値がセットされている場合、システムは、まず、いったん、検索
出力表を１つの階層からなる表として仮作成した上、仮作成した検索出力表の縦横両方向
の全体寸法を予め定めた特定基準値と比較することによって、検索出力表を単一階層から
なる表として作成するか、階層表として作成するか決定する。この仮作成は、後述する通
常の表の作成と同じ方法によっておこなう。システムは、仮作成した検索出力表の横方向
と縦方向の全体寸法は、表定義データの「全体位置部」にセットされた「右端位置」、「
右端位置」、「上端位置」、「下端位置」から識別することができる。
【０２４７】
ここで、階層フラグの設定は、ユーザによる、機能メニュー１５０上に設けた設定ボタン
１５７を指示することによって表示される設定メニュー１９０の中、「階層設定」ボタン
１６１の選択によって表示される階層設定メニュー１６２の選択によっておこなわれる（
図３０（a）。階層設定メニュー１６２上において「単一階層」ボタン１６４が指示され
ると、階層フラグには第１の特定値がセットされ、「複数階層」ボタン１６５が指示され
ると、階層フラグには第２の特定値がセットされ、「自動決定」ボタン１６６が指示され
ると、階層フラグには、第３の特定値がセットされる。
【０２４８】
ステップＨ４においては、システムは、まず、上記第１の表元データチェインと上記第２
の表元データチェインとを連結した表元データチェインを作成した上、連結した表元デー
タチェインに基づいて、検索出力表を作成する上での入力データである表元データ管理デ
ータとそこからポイントされる横方向表元データチェインと縦方向表元データチェインを
作成する。
【０２４９】
システムは、第１の表元データチェインの末尾に位置する表元データの連結ポインタ部に
上記第２の表元データチェインの先頭に位置する表元データのアドレスをセットすること
によって、両表元データチェインを連結した上、連結した表元データチェインから、表元
データを先頭データから１つおきに取り出し、順に連結することによって横方向表元デー
タチェインを作成する一方、連結した表元データチェインに残された表元データを順に連
結し、縦方向表元データチェインを作成する。
【０２５０】
後述するように、横方向表元データチェインを構成する１つの表元データに登録されてい
る各データ名は、作成される表上において横方向の１行上に配置され、縦方向表元データ
チェインを構成する１つの表元データに登録されている各データ名は、作成される表上に
おいて縦方向の１列上に配置されることから、横方向表元データチェインを構成する各表
元データの「方向部」には「横方向」示すコードがセットされ、各縦方向表元データチェ
インを構成する表元データの「方向部」には「縦方向」示すコードがセットされる。
【０２５１】
最後に、図３１に示す形式の表元データ管理データを作成し、作成した横方向表元データ
チェインと縦方向表元データチェインの先頭データのアドレスの対をその階層別ポインタ
部にセットする。なお、後述するように、作成対象の表が複数階層である場合、階層別ポ
インタ部は、各階層ごとに設けられる。
【０２５２】
ステップＨ５においては、システムは、第１の表元データチェインと上記第２の表元デー
タチェインの各々について、先頭から１つおきに順に取り出した表元データを連結した横
方向表元データチェインと残りの表元データを順に連結した縦方向表元データチェインを
作成した上、第１の表元データチェインについて得られた横方向表元データチェインと縦
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方向表元データチェインの先頭データのアドレスの対を該当表元データ管理データの階層
別ポインタ部の１番目の階層部にセットし、また、第２の表元データチェインについて得
られた横方向表元データチェインと縦方向表元データチェインの先頭データのアドレスの
対を、該当表元データ管理データの階層別ポインタ部の２番目の階層部にセットする。
【０２５３】
システムは、続いて、表データ作成部６２の処理として、以上のように作成した横方向表
元データチェインと縦方向表元データチェインとに基づいて、検索出力表のフォーマット
を定義する表定義データを作成する（ステップＨ６）。
【０２５４】
検索出力表が階層表として作成される場合、表定義データは、１つの階層の表フォーマッ
トを定義するデータとして、表元データ管理データの１つの階層別ポインタ部からポイン
トされる１つの横方向表元データチェインと縦方向表元データチェインの対ごとに作成さ
れる。表定義データの形式を図３２に示す。表定義データは、図３３に示す表定義データ
作成手順によって作成される。
【０２５５】
表定義データ作成手順においては、まず、アイコン配置欄定義データを作成する。（ステ
ップＡ１）。アイコン配置欄定義データの形式を図３４に示す。ステップＡ１においては
、まず、アイコン配置欄定義データの「項目部」に、予め特に定めた予約語をセットする
。本例では、用語”アイコン”がセットされる。また、アイコン配置欄４１が表上におい
て位置する範囲を示す範囲位置情報として、上端の行位置と左端の行位置の列位置が、各
々、「全体位置部」内の「上端位置部」と「左端位置部」にセットされる。「全体位置部
」内の「下端位置部」と「右端位置部」は、今の段階ではセットされない。（後出のステ
ップＡ３においてセットされる。）
【０２５６】
ここでいう行位置とは該当行の表の上端から数えた行位置であり、列位置とは、該当列の
表の左端から数えた列位置である。また、行位置と列位置を表わす基準となる表における
「１行」と「１列」とは、本明細書においては、アイコン配置欄４１を構成する単位矩形
であって、１つのアイコンを配置表示するセルであるアイコン配置欄セルを区切る罫線、
ならびに、後述する見出し語配置欄４２、４３全体を区切る罫線によって区切られる行、
または列として定義される。ここで、４２、４３においては、個々の見出し語を記入する
セルは、複数の行、または複数の列にまたがることもある。
【０２５７】
アイコン配置欄４１の上端の行位置と左端の列位置は、各々、横方向の見出し語配置欄４
２の個数と縦方向の見出し語配置欄４３の個数に”１”を加えることによって求めること
ができる。１つの横方向の見出し語配置欄４２には、１つの横方向表元データに登録され
ている各データ名が配置され、１つの縦方向の見出し語配置欄４３には、１つの縦方向表
元データに登録されている各データ名が配置されることから、1つの表内における横方向
の見出し語配置欄４２と縦方向の見出し語配置欄４３の個数は、各々、該当の横方向表元
データチェインと縦方向表元データチェインを構成する表元データの個数として、各表元
データチェインを順次辿ることによって求めることができる。
【０２５８】
本例の図２７に示した表の場合、横方向見出し語配置欄４２と縦方向の見出し語配置欄４
３の個数は、各々”２”と”１”として求められ、アイコン配置欄定義データの「全体位
置部」内の「上端位置部」と「左端位置部」には、各々、行位置”３”と列位置”２”が
セットされることになる。以上のように作成されたアイコン配置欄定義データの先頭デー
タのアドレスは、表定義データのアイコン配置欄定義データポインタにセットされる。
【０２５９】
表定義データ作成手順においては、続いて、表上の各見出し語配置欄４２、４３について
見出し語欄定義データを作成する（ステップＡ２）。見出し語欄定義データの作成は、表
元データ管理データの各「階層別ポインタ部」を参照することによって、各階層ごとに横
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方向表元データチェインと縦方向表元データチェインとを取り出し、取り出した横方向表
元データチェインと縦方向表元データチェインに基づいておこなわれる。
【０２６０】
見出し語欄定義データの形式を図３５に示す。「項目部」には、該当する４２、４３に対
応する項目名がセットされ、「方向部」には、該当する該当する見出し語配置欄４２、４
３の各見出し語が配置される方向を表わすコードがセットされる。本例では、「横方向」
には”０”、「縦方向」には”１”がセットされる。
【０２６１】
該当の見出し語配置欄４２，４３が表において占める位置を表わす範囲位置情報として、
「全体位置部」内の「行/列位置部」には、該当する見出し語配置欄４２、４３が配置さ
れる行列位置がセットされる。該当見出し語配置欄４２、４３が「横方向」の場合は行位
置、「縦方向」の場合には列位置が記入される。「全体位置部」内の「開始位置部」と「
終端位置部」には、見出し語配置欄４２、４３の両端の行列位置がセットされる。見出し
語配置欄４２、４３が「横方向」の場合は列位置、「縦方向」の場合には行位置がセット
される。
【０２６２】
表内の各見出し語配置欄４２、４３について作成された見出し語欄定義データは、その中
に配置される見出し語が配置される「方向」ごとに、その「連結ポインタ」により順に連
結されることによって、見出し語欄定義データチェインを形成し、その先頭データのアド
レスが表定義データの横方向見出し語欄定義データポインタ、または縦方向見出し語欄定
義データポインタにセットされる。
【０２６３】
見出し語欄定義データは、「方向」毎に該当方向の表元データに基づいて作成される。た
とえば、「横方向」の見出し語配置欄４２についての見出し語欄定義データは図３６に示
す手順によって作成される。同手順では、まず、手順全体の初期設定（ステップＢ１）と
して、以降のステップＢ３からステップＢ７までの処理の各ループにおいて処理対象とな
る行の行位置である「現在行位置」パラメータの初期値として、先にアイコン配置欄４１
の最上行の行位置としてアイコン配置欄定義データの「全体位置部」内の「上端位置部」
にセットされた数から”１”を差し引いた数をセットする。
【０２６４】
同ステップでは、また、上記処理の各ループにおいて横方向表元データチェインから取り
出される表元データのアドレスである「現在取り出しデータポインタ」の初期値として、
該当横方向表元データチェインの末尾構成データのアドレスをセットする。横方向表元デ
ータチェインを構成するデータが無いときは、それを示す特定値を設定する。
【０２６５】
初期設定ステップ（ステップＢ１）では、さらに、１つのセルに存在する列数である「セ
ル長さ」パラメータの初期値として”１”をセットしておく。「セル長さ」は該当見出し
語配置欄４２、４３のセルの見出し語配置方向の長さを、該当見出し語配置欄４２、４３
が見出し語配置方向に含む列の個数で表わしたものである。ここで、見出し語配置欄の見
出し語配置方向とは、見出し語配置欄４２、４３がアイコン配置欄４１の上方の行上に配
置されているときは、「横方向」になり、アイコン配置欄４１の左方の列上に配置されて
いるときは、「縦方向」になる。
【０２６６】
次に、「現在取り出しデータポインタ」を判定し、上記特定値であれば本手順を終え、上
記特定値でなければ、ステップB3以降の処理に進む(ステップＢ２)。続く、ステップＢ３
においては、横方向表元データチェイン上において「現在取り出しデータポインタ」に指
示されている表元データを取り出す。
【０２６７】
続いて、新しく１つの見出し語欄定義データを作成した上、取り出した表元データ内の「
項目部」にセットされている文字列と「方向部」にセットされている「横方向」を示すコ
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ード”０”とを、各々、作成した見出し語欄定義データ内の「項目名部」と「方向部」に
セットする（ステップＢ４）。（見出し語配置欄４２、４３が「縦方向」の場合には”１
”がセットされる。）
【０２６８】
また、ステップＢ４においては、まず、見出し語欄定義データの「全体位置部」内の「行
/列位置部」に「現在行位置」パラメータのセット値をセットする。また、見出し語欄定
義データの「全体位置部」内の「開始位置部」にアイコン配置欄定義データの「全体位置
部」内の「左端位置部」にセットされた数をセットする。
【０２６９】
続いて、以上のように作成した見出し語欄定義データを、該当の表定義データに登録する
（ステップＢ５）。最初に作成された見出し語欄定義データについては、そのアドレスが
該当の表定義データの横方向見出し語欄定義データポインタにセットされ、以降に作成さ
れた見出し語欄定義データは、見出し語欄定義データチェインの末尾データの連結ポイン
タにそのアドレスがセットされる。
【０２７０】
続くステップＢ６においては、該当の見出し語配置欄４２、４３内に配置される各見出し
語について該当する文字列データと、該当見出し語を収容するセルを表わすセルデータと
を作成する。まず、先にステップＢ３において取り出されている該当の表元データからポ
イントされているデータ名データチェインから、それを構成するデータ名データを先頭か
ら順次取り出し、取り出したデータ名データにセットされている文字列を見出し語として
収容するセルデータと該当文字列を表わす文字列データとを作成し、作成した文字列デー
タを該当セルデータの文字列データポインタからポイントする。セルデータと文字列デー
タの形式を図３７と図３８に示す。文字列データの位置情報は、後出のステップＡ５にお
いてセットされる。
【０２７１】
ここで、該当の表元データ中の「使用区分フラグ」を参照し、「使用区分フラグ」のセッ
ト値が”１”であれば、該当見出し語欄定義について作成される各見出し語を表わす文字
列データと項目名を表わす文字列データの「修飾情報部」に予め定めた特定情報をセット
する。ユーザは、作成された表を見て、上記の特定の修飾情報による修飾の施された見出
し語は、検索キーワードとして指定された見出し語であることを識別することができる。
【０２７２】
各見出し語を収容するセルを表わすセルデータの位置情報は次のように作成することがで
きる。１つの見出し語配置欄４２内の各見出し語は１つの行内に配置されることから、ま
ず、各セルの縦方向の位置を表わすセルデータ内の「縦方向開始位置」と「縦方向終端位
置」には、該当の見出し語配置欄４２データ内の「行/列位置部」にセットした該当見出
し語配置欄４２の配置行位置をセットすればよい。
【０２７３】
各セルの横方向の位置情報を表わすセルデータ内の「横方向開始位置」と「横方向終端位
置」は、次のようにセットすることができる。まず、該当の見出し語配置欄４２の左端に
位置する先頭セルについては、そのセルデータ内の「横方向開始位置」に該当する見出し
語欄定義データ内の「全体位置部」内の「開始位置部」のセット値をセットし、また、「
横方向終端位置」には、先にセットされている「セル長さ」から”１”を差し引いた数を
上記「横方向開始位置」に加えた数をセットすればよい。たとえば、「セル長さ」が”１
”である場合、「横方向開始位置」と「横方向終端位置」は同じ列位置になり、「セル長
さ」が”２”の場合、「横方向終端位置」は「横方向開始位置」の右に隣接する列位置に
なる。
【０２７４】
見出し語配置欄４２内において先頭のセルの次に位置するセルの「横方向開始位置」には
、見出し語配置欄において１つ前の位置する先頭セルの「横方向終端位置」に”１”を加
えた列位置をセットし、当該セルの「横方向終端位置」には、先頭セルの場合と同様に、
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「セル長さ」から”１”を差し引いた数を、当該セルの「横方向開始位置」に加えた数を
セットすればよい。見出し語配置欄４２内において以降に位置する各セルについても、そ
の「横方向開始位置」と「横方向終端位置」は同様の方法によってセットすることができ
る。
【０２７５】
次に、該当の見出し語配置欄４２内の各見出し語について作成した各セルデータに対応し
て１つの見出し語セル内情報管理データを作成し、作成した見出し語セル内情報管理デー
タの「セル内情報データポインタ」から該当のセルデータをポイントする。見出し語セル
内情報管理データの形式を図３９に示す。１つの見出し語配置欄４２について作成した見
出し語セル内情報管理データは、その連結ポインタによって作成順に連結されることによ
って見出し語セル内情報管理データチェインを構成し、該当の見出し語欄配置定義データ
の「見出し語セル内情報管理データポインタ」にその先頭構成データのアドレスがセット
される。見出し語セル内情報管理データのセル内情報ポインタには、該当のセル内に記入
される文字列の文字列データのアドレスをセットしてもよい。
【０２７６】
一方、作成された各セルデータは、作成順にしたがいセルデータ内の連結ポインタによっ
て連結されてセルデータチェインを形成し、該当の表定義データの「セルデータポインタ
」にその先頭構成データのアドレスがセットされる。ここで、２番目以降に取り出した見
出し語配置欄４２について作成されたセルデータチェインは、その先頭構成データのアド
レスは、上記「セルデータポインタ」からポイントされるセルデータのチェインの末尾セ
ルの連結ポインタにセットされることになる。なお、該当の見出し語配置欄内について最
後に作成したセルデータの「欄内末尾フラグ」部に”１”をセットし、その他のセルデー
タの該当部には”０”をセットしておく。
【０２７７】
次に、見出し語配置欄４２内の先頭セルの「下部に位置する」他の見出し語配置欄内のセ
ルとセル内の見出し語を、上記先頭セルが属する見出し語配置欄４２内において２番目以
降に位置する各セルの「下部の位置」にコピーする（ステップＢ７）。ここで、１つのセ
ル（以下、第１のセルと呼ぶ）の「下部に位置する」セルとは、第１のセルが属する見出
し語配置欄４２の下側に位置する他の見出し語配置欄４２内に属し、それが占める列位置
が第１のセルが占める列位置に包含されるセルのことをいう。第１のセルの「下部に位置
する」セルのイメージを図４０に示す。
【０２７８】
ステップＢ７においては、まず、該当の見出し語配置欄４２がアイコン配置欄４１に隣接
する行より上側の行上に設けられていることを判定する。最下行上のセルに対して「下部
に位置する」セルは存在しないので、その判定が得られた場合、図４１に示す下部セルセ
ルデータ生成手順をおこない、その判定が得られない場合、ステップＢ７は直ちに終了す
る。この判定は、該当の見出し語欄定義データ内の「行/列位置」が、アイコン配置欄定
義データ内の「上端位置部」に”１”を差し引いた数より大きいことを判定すればよい。
【０２７９】
下部セルセルデータ生成手順においては、まず、該当の見出し語配置欄４２の先頭セルの
セルデータを識別する（ステップＣ１）。該当の表定義データからポイントされるセルデ
ータチェイン上からその構成セルデータを順次取り出し、その「縦方向開始位置」が該当
見出し語配置欄の「行/列位置」と一致し、かつ、その「横方向開始位置」が該当見出し
語配置欄データの「開始位置」と一致するものを選択すればよい。
【０２８０】
続いて、該当の見出し語配置欄４２の先頭セルの「下部に位置する」セルを表わすセルデ
ータを順次に識別した上、識別したセルデータをコピーしたセルデータを、その連結ポイ
ンタにより互いに連結した「先頭セル下部位置セルデータチェイン」を作成する（ステッ
プＣ２）。
【０２８１】



(67) JP 2016-197427 A 2016.11.24

10

20

30

40

50

先頭セルの「下部に位置する」セルを表わすセルデータは、該当の表定義データのセルデ
ータポインタからポイントされているセルデータチェイン上から、セルデータを順次、取
り出し、まず、その「縦方向開始位置」が上記先頭セルの「縦方向終端位置」より大きく
、かつ、その横方向開始位置が上記先頭セルの横方向開始位置以上であり、かつ、その横
方向終端位置が上記先頭セルの横方向終端位置以下であるセルデータとして識別すればよ
い。
【０２８２】
続くステップＣ３においては、以降の処理のループにおける処理対象のセルである「現在
セル」のセルデータを指示する「現在セルデータアドレス」の初期値として、見出し語配
置欄４２内において識別した先頭セルのセルデータのアドレスをセットする。
【０２８３】
続くステップＣ４においては、「現在セル」が該当の見出し語配置欄４２内において終端
に位置するセルである「欄内末尾セル」であることを、該当セルデータ中の「欄内末尾フ
ラグ」を参照することによって判定する。この判定が得られれば、本手順（ステップＢ７
）を終了し、この判定が得られなければ、ステップＣ５に進む。
【０２８４】
ステップＣ５においては、見出し語配置欄４２内において「現在セル」の右横に配置され
ているセルである「次位置セル」を次の処理のループにおける「現在セル」とする。「次
位置セル」のセルデータを識別し、識別したセルデータのアドレスによって「現在セルデ
ータアドレス」を更新すればよい。
【０２８５】
「次位置セル｝の位置情報として、「横方向開始位置」は、「現在セル」の「終端位置」
に”１”を加えたものであり、「縦方向開始位置」は該当見出し語配置欄４２の「行/列
位置」であり、「次位置セル｝を表わすセルデータは、「次位置セル」の上記位置情報と
セルデータチェイン上から順次取り出したセルデータとの該当位置情報との照合を繰り返
すことによって識別することができる。
【０２８６】
　続くステップＣ６においては、「現在セル」の「下部に位置する」セルを表わすセルデ
ータを順次に識別した上、識別したセルデータをコピーしたセルデータを、その連結ポイ
ンタにより互いに連結した「現在セル下部位置セルデータチェイン」を作成する。
【０２８７】
「現在セル下部位置セルデータチェイン」は、まず、「先頭セル下部位置セルデータチェ
イン」からその構成セルデータを順次取り出し、取り出したセルデータをコピーしたセル
データをその連結ポインタにより順次連結したセルデータチェインを作成した上、作成し
たセルデータチェインを構成する各セルデータの「横方向開始位置」と「横方向終端位置
」に対して、「現在セル」が該当する見出し語配置欄４２において占める横方向相対位置
を加えることによって作成することができる。
【０２８８】
現在セル」が該当見出し語配置欄４２において占める横方向相対位置は、「現在セル」の
「横方向開始位置」から該当する見出し語配置欄４２の「開始位置」を差し引くことによ
って求めることができる。作成した「現在セル下部位置セルデータチェイン」は、表定義
データのセルデータポインタからポイントされているセルデータチェインの末尾につなげ
る。システムは、ステップＣ６を終えると、再び、制御をステップＣ4に戻す。
【０２８９】
ステップＢ７を終えると、次の１つ上の行上にある見出し語配置欄４２について見出し語
欄定義データを作成するためのパラメータの設定を次のようにおこなう（ステップＢ８）
と共に、「現在取り出しデータ」として、表元データチェイン上において１つ遡った表元
データをセットした上（ステップＢ９）、ステップＢ２の判定に戻る。
【０２９０】
ステップＢ８においては、まず、「現在行位置」パラメータを、”１”を差し引くことに
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よって更新すると共に、次に取り出した見出し語配置欄４２の「セル長さ」パラメータと
して、その１つ下の行に設けた見出し語配置欄４２において上記のようにセルデータを作
成したセルの集合が横方向に占める範囲に含まれる列数をセットする。
【０２９１】
ステップＢ２の判定において、「現在取り出しデータポインタ」が上記した終端を表わす
特定値であれば、最後に設けられたセルデータの「横方向終端位置」を、該当表定義デー
タの「右端位置部」と該当の表について作成された各見出し語欄定義データの「全体位置
部」内「終端位置部」にセットした上（ステップＢ１０）、横方向の見出し語配置欄４２
を定義する見出し語欄定義データを作成する手順を終える。ここでいう最後に設けられた
セルデータとは、最上端の見出し語配置欄４２の中で最右端に設けられたセルのセルデー
タである。
【０２９２】
縦方向の各見出し語配置欄４３を定義する見出し語欄定義データも同様の手順によって作
成することができ、作成された見出し語欄定義データを連結した見出し語欄定義データチ
ェインの先頭データのアドレスが該当表定義データの縦方向見出し語欄定義データポイン
タにセットされる。
【０２９３】
ステップＡ２を終えると、表定義データの「下端位置部」にセットされた行位置と「右端
位置部」にセットされた列位置とを、各々、アイコン配置欄定義データの「全体位置部」
内の「下端位置部」と「右端位置部」とにセットする。また、表定義データの「右端位置
部」にセットされた列位置を、横方向見出し語配置欄４２の各見出し語欄定義データの「
全体位置部」内「終端位置部」にセットし、表定義データの「下端位置部」にセットされ
た列位置を、縦方向見出し語配置欄４３の各見出し語欄定義データの「全体位置部」内「
終端位置部」にセットする。（ステップＡ３）。
【０２９４】
続いて、表を構成するアイコン配置欄４１、各見出し語配置欄、各セルの位置情報を表わ
すために用いた「行位置」と「列位置」を表示画面上の論理位置に対応付ける「行区切り
位置データ」と「列区切り位置データ」とを作成する（ステップＡ４）。表示画面上の論
理位置は、管理表表示表管理アプリケーション画面３３の左上角位置を原点とし、右方向
位置と下方向位置の対で表わされる。
【０２９５】
「行区切り位置データ」、または「列区切り位置データ」の形式を図４２に示す。「行区
切り位置データ」は、縦方向の各見出し語欄を横方向に区切る位置とアイコン配置欄４１
内の各構成セルを区切る位置を左側から順に並べたものである。「列区切り位置データ」
は、横方向の各見出し語欄４２を縦方向に区切る位置とアイコン配置欄４１内の各構成セ
ルを区切る位置を上側から順に並べたものである。
【０２９６】
「行区切り位置データ」、または「列区切り位置データ」は、予め定めておいた表全体の
「左端位置」と「上端位置」、および、「見出し語欄幅寸法」、および、アイコン配置欄
セルについて予め定めた「横方向幅」と「縦方向幅」とに基づいて次のように求めること
ができる。「列区切り位置データ」の場合、表の左端位置をその先頭の構成データにセッ
トすることから始めて、まず、縦方向の見出し語欄定義データを見出し語欄定義データチ
ェインの末尾データから順次取り出し、１つの見出し語欄定義データを取り出す毎に、「
見出し語欄幅寸法」を１つ前の構成データに加えた位置をセットした構成データを作成す
ることを繰り返す。
【０２９７】
　全ての縦方向の見出し語欄定義データを取り出した後は、アイコン配置欄セルについて
定めた「横方向幅」を１つ前の構成データに加えた位置をセットした構成データを作成す
ることを、横方向のアイコン配置欄セルの数だけ繰り返せばよい。横方向のアイコン配置
欄セルの数は、アイコン配置欄定義データの「右端位置」から「左端位置」を引いた数に
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”１”を加えることによって得られる。「行区切り位置データ」も同様にして作成するこ
とができる。作成した「行区切り位置データ」、または「列区切り位置データ」は、各々
、表定義データの「行区切り位置データポインタ」と「列区切り位置データポインタ」に
そのアドレスがセットされる。
【０２９８】
続いて、該当の表上の文字列を表わす全ての文字列データに位置情報をセットする（ステ
ップＡ５）。該当の表について作成されているセルデータチェインから、その構成セルデ
ータを順次取り出し、取り出したセルデータ内の文字列データポインタによってポイント
される文字列データを取り出す。
【０２９９】
　一方、取り出しているセルデータが表わすセルの矩形境界位置を、セルデータ内の位置
情報と先に作成した「行区切り位置データ」、または「列区切り位置データ」に基づいて
求める。セルの左端位置は、「列区切り位置データ」において、該当セルデータ内の「開
始列位置」の順位に位置する構成データセット値であり、セルの右端位置は、「列区切り
位置データ」において、該当セルデータ内の「終端列位置」の数に”１”を加えた順位に
位置する構成データセット値である。
【０３００】
　セルの上端位置と下端位置も、「行区切り位置データ」と該当セルデータ内の「開始行
位置」と「終端行位置」とに基づいて同様に求めることができる。セル内の文字列記入位
置は、該当のセルの境界位置と予め定めておいた「セル内文字列記入マージン」に基づい
て求め、求めたセル内の文字列記入位置を該当の文字列データの文字列位置情報にセット
すればよい。
【０３０１】
表定義データ作成手順においては、最後に、アイコン配置欄４１を区切る境界線と見出し
語配置欄を区切る境界線、および、アイコン配置欄４１と見出し語配置欄の中に設けられ
る各セルを区切る境界線を表わす罫線データを作成する（ステップＡ６）。罫線データの
形式を図４３に示す。
【０３０２】
　アイコン配置欄４１と見出し語配置欄、ならびに、各セルの境界を区切る各罫線の両端
位置は、各々、該当するアイコン配置欄４１、または、見出し語配置欄、またはセルの左
端位置と右端位置、ならびに、上端位置と下端位置にもとづいて求めることができる。ア
イコン配置欄４１の左端位置と右端位置は、各々、アイコン配置欄定義データの「全体位
置部」内の「左端位置部」と「右端位置部」にセットされた列位置と「列区切り位置デー
タ」とに基づいて求めることができる。アイコン配置欄４１の上端位置と下端位置は、各
々、アイコン配置欄定義データの「全体位置部」内の「上端位置部」と「下端位置部」に
セットされた行位置と「行区切り位置データ」とに基づいて求めることができる。
【０３０３】
横方向見出し語配置欄４２の左端位置と右端位置は、各々、見出し語欄定義データの「全
体位置部」内の「開始位置部」と「終端位置部」にセットされた列位置と「列区切り位置
データ」とに基づいて求めることができる。横方向見出し語配置欄４２の上端位置と下端
位置は、各々、見出し語欄定義データの「全体位置部」内の「行/列位置部」にセットさ
れた列位置と「行区切り位置データ」とに基づいて求めることができる。
【０３０４】
　縦方向見出し語配置欄４３の左端位置と右端位置、ならびに、上端位置と下端位置も、
各々、同様にして、見出し語欄定義データの「全体位置部」内の「行/列位置部」と「開
始位置部」と「終端位置部」、ならびに、「行区切り位置データ」と「列区切り位置デー
タ」とに基づいて求めることができる。　各セルの左端位置と右端位置、ならびに、上端
位置と下端位置は、上記したようにセルデータの位置情報と「行区切り位置データ」と「
列区切り位置データ」とに基づいて求めることができる。
【０３０５】
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　アイコン配置欄４１と各見出し語配置欄と各セルを区切る各境界罫線の罫線データの位
置情報には、上記のように求めた罫線両端位置がセットされる。また、罫線データの修飾
情報としては、アイコン配置欄４１と見出し語配置欄とセルの各々について予め特に定め
ておいた特定値がセットされる。作成した罫線データは、順次、「連結ポインタ」によっ
て互いにつながれることによって罫線データチェインを形成し、その先頭データは、表定
義データの「罫線データポインタ」にセットされる。
【０３０６】
なお、見出し語の項目名について、文字列データを作成し、表上において見出し語と対応
付けて配置してもよい（ステップＡ７）。項目名文字列の配置位置は、たとえば、次のよ
うに決めればよい。縦方向の見出し語配置欄の項目名は、該当見出し語配置欄と同じ列上
の該当欄上端に隣接した位置に配置し、横方向の見出し語配置欄４２の項目名は、該当見
出し語配置欄と同じ行上の該当欄左端に隣接した位置に配置する。ただ、この方法による
と、最下行に配置される見出し語配置欄４２の項目名配置位置は、最右列の配置される縦
方向の見出し語配置欄４３の項目名配置位置と重なるので、表の各見出し語配置欄の外部
適当に定めた位置に配置し、該当見出し語配置欄と引き出し線で結んでおく。
【０３０７】
各項目名の配置位置は、該当の見出し語配置欄の上端、または左端の位置と予め定めてお
いた項目名と該当の見出し語配置欄の間の配置マージンに基づいて求めることができる。
各項目名について、以上のように求めた位置を位置情報としてセットし、項目名文字列を
コード情報としてセットした文字列データを作成し、作成した各文字列データのアドレス
は該当の見出し語欄定義データ内に設けた「項目名文字列データポインタ」にセットする
。
【０３０８】
以上の手順により１つの階層の表について作成される表定義データは、階層の順にしたが
って、たがいに「連結ポインタ」により順に連結され、表定義データチェインを形成した
上、表データ記憶部６３において、その先頭データのアドレスが階層表全体を管理する階
層表全体管理データ内（図４４）の表定義データポインタにセットされる形で管理される
。なお、本明細書においては、１つの表定義データとその表定義データからポイントされ
るアイコン配置欄定義データ、見出し語定義データ、セルデータ、行・列区切り位置デー
タ、文字列データ、罫線データ、ならびに、セルデータからポイントされる文字列データ
の総体を表データと呼ぶこともある。
【０３０９】
階層表全体管理データ内には、階層表の各階層の表フォーマットを定義する表定義データ
を管理する「表定義データチェインポインタ」と階層表上に保存される情報を管理するセ
ル内情報管理データを管理する「セル内情報管理データチェインポインタ」と上記表元デ
ータ管理データをポイントする「表元データ管理データポインタ」が設けられている。
【０３１０】
検索出力表が階層表として作成される場合、表元データ管理データの階層別ポインタ部の
１番目の階層部にセットされている第１の表元データチェインについて得られた横方向表
元データチェインと縦方向表元データチェインに基づいて、上位の階層の表を表わす第１
の表定義データが作成され、階層別ポインタ部の２番目の階層部にセットされている第２
の表元データチェインについて得られた横方向表元データチェインと縦方向表元データチ
ェインに基づいて、下位の階層の表を表わす第２の表定義データが作成され、第１の表定
義データの「連結ポインタ」に第２の表定義データのアドレスがセットされることになる
。
【０３１１】
　上記のように検索条件を構成する項目名に対応する表元データは第１の表元データチェ
インを構成し、検索条件を構成しない項目名に対応する表元データは第２の表元データチ
ェインを構成していることから、第１の表定義データが表わす上位の階層の表には検索条
件を構成する項目名に対応する見出し語が配置され、第２の表定義データが表わす下位の
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階層の表には検索条件を構成しない項目名に対応する見出し語が配置されることになる。
【０３１２】
検索条件指定画面１８０において図２３に示したように検索キーワードを指定した例の場
合、図２６に示す表２２０を上位の階層の表とし、図２７に示す表２３０を下位の階層の
表とする階層表が作成されることになる。
【０３１３】
ここで、検索条件を構成する項目名に対応する表元データである第１の表元データチェイ
ンを構成する各表元データ中の「使用区分フラグ」には、“１”がセットされていること
から、上位の階層の表の各見出し語には、検索キーワードとして指定された見出し語とし
て上記した特定の修飾情報による修飾が施されていることになる。
【０３１４】
なお、検索出力表のフォーマットを定義する表定義データは次のように作成することもで
きる。ステップＨ４において、横方向表元データチェインと縦方向表元データチェインを
作成した後、項目別分類付け付与部５６に記憶されている個別情報管理データチェインか
ら、個別情報管理データを順次に取り出し、取り出した個別情報管理データにポイントさ
れている情報属性データチェインに対して後述する未分類付加処理をおこなった後、次の
処理を繰り返す。
【０３１５】
すなわち、情報属性データチェインを構成する各情報属性データについて、その項目名部
に登録されている項目名と同じ項目名を項目名データに登録した表元データを、横方向表
元データチェインと縦方向表元データチェインの中から見出した上、見出した表元データ
のデータ名チェインの中から、該当の情報属性データのデータ名部に登録されているデー
タ名と同じデータ名を登録したデータ名データを見出し、そのワークフラグの特定値をセ
ットすることを繰り返す。
【０３１６】
上記の処理を終えた後、横方向表元データチェインと縦方向表元データチェインを構成す
る各表元データのデータ名データチェインの中から、そのワークフラグに上記の特定値が
セットされているデータ名データを除去することによって更新した上、更新した横方向表
元データチェインと縦方向表元データチェインに基づいて、表定義データを作成する。
【０３１７】
以上のように作成される表定義データによって、そのアイコン配置欄４１は、情報が出力
される行、または、列だけから構成される表が作成され、1つの表管理アプリケーション
画面３３内において、より多くの検索出力情報を参照することができるようになる。
【０３１８】
システムは、出力表表示部５８の処理として、出力表作成部５４に記憶した表定義データ
にもとづいて、作成した表をディスプレイ画面２０a上の表管理アプリケーション画面３
３上に表示する（ステップＦ５）。作成した表が、階層表である場合には、該当の表定義
データチェインにおいて先頭に位置する表定義データにもとづいて、階層最上位の表を表
示する。ステップＦ５は、図４５に示す表表示手順に従っておこなわれる。
【０３１９】
表表示手順においては、まず、表示するべき検索出力表のアイコン配置欄４１を構成する
各セルについて、該当セルと該当セルに出力される情報とを対応付けるセル内出力情報対
応付け処理を次のようにおこなう(ステップＭ１)。ステップＭ１は、表示対象の表のアイ
コン配置欄４１を構成するセルであるアイコン配置欄セルを順次に、取り出し、取り出し
たセルについて図４６に示すセル内出力情報対応付け手順を繰り返す形でおこなわれる。
【０３２０】
アイコン配置欄４１を構成する全てのセルは、たとえば、次のように取り出していくこと
ができる。まず、最上位の行において、アイコン配置欄４１の左上角のセル位置（列位置
と行位置）を「先頭セル位置」として識別することから始めて、１つのセルを識別した後
、識別したセルの右横に位置するセル位置を「次セル位置」として識別することを繰り返
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す。「次セル位置」がアイコン配置欄４１内の行末をこえた場合、次の行上において同様
に「次セル位置」を識別することを繰り返し、アイコン配置欄４１の末尾の行上において
、全てのセルの識別を終えたところで、アイコン配置欄４１を構成する全てのセルの識別
を終了する。
【０３２１】
　アイコン配置欄４１左上角のセルの列位置と行位置は、各々、アイコン配置欄４１全体
の左端列位置と上端行位置であり、１つのセルの右横に位置するセルの列位置は、前のセ
ルの列位置に”１”を加えたものであり、１つの行の次の行に位置するセルの行位置は、
アイコン配置欄４１上における前の行の行位置に”１”を加えたものである。また、アイ
コン配置欄４１内における各行の先頭セルの列位置は、アイコン配置欄４１左端の列位置
である。
【０３２２】
システムは、セル内出力情報対応付け手順において、まず、以上のように取り出される各
セルについて識別される列位置と行位置にもとづき、先に作成されている「列区切り位置
データ」と「行区切り位置データ」を参照することにより、セル境界の表管理アプリケー
ション画面３３上の論理位置を求める（ステップＧ１）。
【０３２３】
システムは、次に、取り出しているアイコン配置欄セルについて、識別したセル位置（列
位置と行位置）にもとづいて、検索出力表全体において該当セルを特徴付けるデータであ
る全関連見出し語定義データチェインを作成する（ステップＧ２）。
【０３２４】
一般に、１つのアイコン配置欄セルについて定義される全関連見出し語定義データチェイ
ンは、表示対象の表に対して「１つ上の階層」の表の表定義データに登録されている全関
連見出し語定義データチェインに、該当セルについて次のように作成される関連見出し語
定義データチェインを連結することによって作成することができる。
【０３２５】
　現在、検索出力全体手順の中で表示の対象にしている表は最上位の階層の表、または、
単一の階層の表であることから、該当のセルの全関連見出し語定義データチェインは、上
記の関連見出し語定義データチェインそのものになる。表示対象の表の「１つ上の階層」
の表の表定義データに登録されている全関連見出し語定義データチェインについては後述
する。
【０３２６】
該当セルについての関連見出し語定義データチェインは、次のように作成される。システ
ムは、まず、表の各見出し語欄内から、該当のセルに対応する見出し語である関連見出し
語を次に述べるように識別した上、関連見出し語データとして対応する項目名と対の形で
登録した関連見出し語定義データを作成する。関連見出し語定義データは、情報属性デー
タの形式と同じ形式によって作成され、該当の関連見出し語と項目名を表わす文字列を、
各々、の「項目部」と「データ名部」とにセットされる。
【０３２７】
該当のアイコン配置欄セルに対応する関連見出し語は、表の見出し語欄　に属するセルで
あって、該当アイコン配置欄セルが位置する行を縦方向に含むセル、または、該当アイコ
ン配置欄セルが位置する列を横方向に含むセルである関連見出し語配置セル内の記入文字
列として識別することができる。関連見出し語配置セルは、該当のアイコン配置欄セルの
行位置、列位置と各見出し語配置欄４２、４３に属する各セルとの間の位置情報の照合を
繰り返すことによって識別することができる。
【０３２８】
表の各見出し語配置欄４２、４３を構成する各セルを定義するセルデータは、縦横両方向
の見出し語欄データ定義データチェインから取り出される各見出し語欄データ定義データ
からポイントされる見出し語セル内情報管理データチェインから、見出し語セル内情報管
理データを順次に取り出し、取り出した見出し語セル内情報管理データのセルデータポイ
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ンタによって取り出していくことができる。
【０３２９】
システムは、該当のアイコン配置欄セルについて識別した関連見出し語配置セルについて
、該当する見出し語欄データ定義データとセルデータにもとづいて関連見出し語定義デー
タを作成する。関連見出し語定義データの「項目名部」には該当の見出し語欄データ定義
データの「項目名部」登録テキストをセットし、その「データ名部」には該当のセルデー
タがポイントする文字列データが表わすテキストをセットする。
【０３３０】
システムは、以上の処理を、該当の表定義データがポイントする縦横両方向の見出し語欄
データ定義データチェインから取り出される全ての見出し語欄データ定義データについて
繰り返し、作成された関連見出し語定義データを順次、その連結ポインタによって連結し
て所要の関連見出し語定義データチェインを得ることになる。なお、本明細書においては
、１つのアイコン配置欄セルについて表内の全見出し語欄内から識別される関連見出し語
の集合を「関連見出し語列」と呼ぶ。１つの関連見出し語定義データチェインは１つの関
連見出し語列に対応して作成されることになる。
【０３３１】
システムは、続いて、取り出しているアイコン配置欄セルについて全関連見出し語定義デ
ータチェインを求める。１つのアイコン配置欄セルについて定まる全関連見出し語定義デ
ータチェインは、後述するように、現在表上の対応する関連見出し語列だけでなく、現在
表を表示するために現在表より階層上位の表において特定の指示を与えてきたアイコン配
置欄セルに対応する関連見出し語列からも構成されるデータである。
【０３３２】
取り出しているアイコン配置欄セルについて定まる全関連見出し語定義データチェインは
、後述する定義にしたがって、「現在表」に対して１つ上位の階層の表の表定義データの
「全関連見出し語定義データポインタ」からポイントされる全関連見出し語定義データチ
ェインに現在表において求めた上記関連見出し語定義データチェインをつなぐことによっ
て求めることができる。今、扱っている現在表は、階層最上位の表であることから、現在
表の該当アイコン配置欄セルについて求めた上記の関連見出し語定義データチェインがそ
のまま全関連見出し語定義データチェインになる。
【０３３３】
システムは、続いて、取り出しているアイコン配置欄セルについて、同セルに保存されて
いる情報と対応付けるセル内個別情報管理データチェインを作成する。（ステップＧ３）
。ステップＧ３において、システムは、まず、項目別分類付け付与部　に記憶されている
個別情報管理データチェインから、それを構成する全ての個別情報管理データを順次に取
り出し、取り出した個別情報管理データにポイントされている情報属性データチェインに
対して次に述べる未分類付加処理をおこなった上、未分類付加処理をおこなった情報属性
データチェインがが、該当のアイコン配置欄セルについて得られている全関連見出し語定
義データチェインと次に述べる特定関係にあることを判定する。
【０３３４】
未分類付加処理においては、該当の全関連見出し語定義データチェインを構成する各関連
見出し語定義データの「項目部」に登録されている項目名を、その「項目部」に登録した
情報属性データが該当の情報属性データチェインの中に存在しない場合、その「項目部」
には該当の項目名をセットし、また、その「データ名部」にはテキスト“未分類”をセッ
トした情報属性データを新たに作成した上、作成した情報属性データを該当の情報属性デ
ータチェインの末尾に付加する。
【０３３５】
１つの情報属性データチェインが１つの全関連見出し語定義データチェインに対して上記
した特定関係にあるということは、該当の全関連見出し語定義データチェインを構成する
各関連見出し語定義データに登録されている項目名と同じ項目名を登録した情報属性デー
タが、該当の情報属性データチェインの中に必ず存在し、かつ、同じ項目名を共有する関
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連見出し語定義データと情報属性データとの間の関係として、該当の情報属性データのデ
ータ名が該当の関連見出し語定義データのデータ名と同じであるか、包含されていること
を指すものとする。データ名間の包含関係は、別に設けた辞書によって定義されるものと
する。
【０３３６】
システムは、ステップＧ３において、続いて、以上の判定が得られた情報属性データチェ
インを持つ各個別情報管理データをコピーした上、コピーした各個別情報管理データを上
記の判定が得られた順に、連結ポインタによって連結することによってセル内個別情報管
理データチェインを作成する。
【０３３７】
システムは、続いて、該当のアイコン配置欄セルに情報が保存されているか、否かを判定
し、情報が保存されている場合には次のステップＧ５に進み、情報が保存されていない場
合には手順を終了する（ステップＧ４）。該当のアイコン配置欄セルについてセル内個別
情報管理データチェインが作成されていることを判定すればよい。
【０３３８】
システムは、ステップＧ５において、該当のアイコン配置欄セルについて新たにセル内情
報管理データを作成し、その「セル位置」部と「全関連見出し語定義データチェインポイ
ンタ」部と「個別情報管理データチェインポインタ」部に、該当のセルについてこれまで
に得られたセル境界論理位置と全関連見出し語定義データチェインの先頭データのアドレ
スとセル内個別情報管理データチェインの先頭データのアドレスを、各々、セットする。
セル内情報管理データの形式を図４７に示す。
【０３３９】
システムは、ステップＧ５において、さらに、該当のアイコン配置欄セルについて一意に
定まる名称であるセル名を作成し、セル内情報管理データの「名称部」に登録する。１つ
のアイコン配置欄セルごとに一意に定まる名称としては、たとえば、該当のセル内情報管
理データのステップＭ１が開始されて以来の作成順位（追い番）を表わす文字列であって
もよいし、該当セル内情報管理データがポイントする全関連見出し語定義データチェイン
を構成する各関連見出し語定義データ中の「データ名」の組み合わせを用いたものであっ
てもよい。
【０３４０】
関連見出し語定義データ中の「データ名」によって命名をおこなう場合、図４に示した表
２２０のアイコン配置欄４１上において、項目名「年度」の見出し語欄内の見出し語「２
００８年」と同一の列上にあり、かつ、項目名「商品」の見出し語欄内の見出し語「カー
ナビ」と同一の行上にあるセルに対してマウス１４を用いた上記の特定指示操作をおこな
うことによって表示される図２７に示す表２３０おいて、項目名「仕向け」の見出し語欄
内の見出し語「米国」、ならびに、項目名「期別」の見出し語欄内の見出し語「下期」と
同一の列上にあり、かつ、項目名「支店」の見出し語欄内の見出し語「東京」と同一の行
上にあるセルついて作成される名称は、「２００８年―カーナビ－米国―下期－東京」と
なる。ただし、上記した検索対象パス名列を構成する各パス名の中、パス名「０８」には
代表分類語「２００８年」、パス名「下」には代表分類語「下期」、パス名「ＵＳ」には
代表分類語「米国」が、すでに対応付けられているものとする。
【０３４１】
作成されたセル内情報管理データは、作成された順に、その連結ポインタによってたがい
に接続されてセル内情報管理データチェインを形成し、その先頭データのアドレスは、出
力表表示部５８の特定位置にセットされる。
【０３４２】
表表示手順において、システムは、次に、表を構成する文字列と罫線を、該当の文字列デ
ータと罫線データとにもとづいて、ディスプレイ画面２０a上に表示する(ステップＭ２)
。文字列は下記の文字列データに基づいて表示される。
（１）表定義データのセルデータポインタからポイントされる各セルデータにポイントさ
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れる文字列データ
（２）各見出し語欄定義データの項目名文字列データポインタにポイントされる文字列デ
ータ
（３）共通条件文字列を表わす文字列データ
【０３４３】
上記の共通条件文字列は、表の上部の適当位置に表示され、該当の表上の全ての保存情報
について共通する特徴付けを示す文字列である。最上位の表においては、この共通条件文
字列は表示されない。共通条件文字列を表わす文字列データの作成と表示については、次
の階層の表を開く操作の例において説明する。
【０３４４】
表を構成する罫線は、表定義データの「罫線データポインタ」によって指示される罫線デ
ータに基づいて表示される。該当の表について作成された各文字列データと各罫線データ
は順次に取り出され、その位置情報がディスプレイ画面２０a上の物理位置に変換された
上、ディスプレイ画面２０aに送られ、該当する文字列、または罫線が表管理アプリケー
ション画面３３上の該当の物理位置に表示される。
【０３４５】
文字列データと罫線データを構成する位置情報は、まず、システム内において予め定めて
ある「論理位置/物理位置対応比」に基づいて表管理アプリケーション画面３３に対する
物理位置に変換された上、次に、「表管理アプリケーション画面相対位置」としてシステ
ムに記憶されている表管理アプリケーション画面３３全体のディスプレイ画面２０a上に
対する配置位置を加えることによってディスプレイ画面２０a上の物理位置に変換される
ことになる。
【０３４６】
表表示手順においては、続いて、以上のように表示した表のアイコン配置欄セルの中、保
存情報を格納したセルの中に情報を保存していることを示す特定のイメージを表示する(
ステップＭ３)。ステップＭ３は、セル内情報管理データチェインからセル内情報管理デ
ータを順次に取出し、取り出したセル内情報管理データにもとづいてセル内情報表示手順
（図４８）が繰り返す形でおこなわれる。まず、該当の表が「階層表最下位の表である」
ことを判定する（ステップＮ１）。該当の表定義データの連結ポインタを参照し、次の階
層の表定義データが無いことを示す特定値がセットされていることを判定すればよい。
【０３４７】
　ステップＮ１において、該当の表が階層表最下位の表であることが判定されれば、該当
のセル内情報管理データがポイントするセル内個別情報管理データチェインを構成する各
セル内個別情報管理データについて後述のように定まるアイコンと名称文字列を、該当セ
ル内情報管理データの「セル位置部」に登録したセル域内に表示する。（ステップＮ２）
。
【０３４８】
ステップＮ１において階層表最下位の表でないことが判定されれば、該当のアイコン配置
欄セルには、同セルに対するマウス１４を用いた特定操作を加えると、階層表において次
の下層に位置する表が表示されることを示す特定のイメージである表アイコン２０１を配
置表示する（ステップＮ３）。
【０３４９】
ステップＮ２における１つのセル域内における保存情報アイコンの表示は、出力表表示部
　内に特に設けた「セル内表示制御データ」を参照しておこなわれる。たとえば、セル内
表示制御データに”０”が設定されているときには、同セルに保存している先頭の情報を
表わすアイコンのみを表示する。同セルに複数の情報が保存されるときには、該当のセル
に複数の情報が保存されていることを示す特定の記号を先頭情報のアイコンの横に付加し
て表示する。また、同パラメータに”２”が設定されているときには、同セル中の保存情
報全体を収容するフォルダを表わす特定イメージ２０２を予め設けておき、その特定イメ
ージを表示する。
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【０３５０】
ここでステップＮ２の変形例として、該当のセル内に保存する情報の数が1であるときは
、無条件にその情報のアイコンを表示し、1以外の場合にセル内表示制御データによって
上記した表示方法を振り分ける方法をとってもよい。
【０３５１】
　上記したセル内表示制御データに”０”、または、”２”が設定されているときのアイ
コン、または特定イメージの表示位置は、該当のセル内情報管理データの「セル位置部」
に登録されている該当セル境界の論理位置に特定のマージンを加えることによって求める
ことができる。該当する名称テキストの表示位置も、該当のアイコン、または特定イメー
ジの表示位置に特定のマージンを加えることによって求めることができる。
【０３５２】
一方、セル内表示制御データに”１”が設定されているときには、取り出した各個別情報
管理データが指示するデータオブジェクトに登録されているアイコン種別情報に相当する
イメージを該当のアイコン配置欄セルのセル域内に次に述べる配置方法にしたがって配置
表示する。
【０３５３】
すなわち、システムは、まず、該当のセル内に保存されている情報の集合であるセル内保
存情報の中から、その全パス名が同じセル内保存情報に含まれる他の情報の全パス名に包
含されない情報である「直接保存情報」を選択する。直接保存情報は、該当のセル内個別
情報管理データチェイン上から個別情報管理データを順次に取出した上、該当のセル内個
別情報管理データチェインを構成する、その他の各個別情報管理データとの間で該当全パ
ス名の照合を繰り返すことによって識別することができる。
【０３５４】
直接保存情報として識別した情報を管理する各個別情報管理データはコピーされ、このコ
ピーによって新たに作成された各個別情報管理データは、順次に連結され、表示用個別情
報管理データチェインを形成する。作成された表示用個別情報管理データチェインの先頭
データのアドレスは、該当のセル内個別情報管理データの表示用個別情報管理データチェ
インポインタ部にセットされる。
【０３５５】
システムは、続いて、以上のように作成された表示用セル内個別情報管理データチェイン
から個別情報管理データを順次に取り出した上、個別情報管理データ内の「情報種別部」
データに対応するイメージを取り出し、該当のセル域内に以下に述べる方法にしたがって
配置表示していく。また、同時に、個別情報管理データ内の「名称部」に登録された名称
文字列も該当アイコンに対して定めた隣接位置に配置表示する。
【０３５６】
　ここで、システムは、表示用セル内個別情報管理データチェインの先頭の個別情報管理
データが管理する保存情報のアイコンを、セル域内の定めた位置に配置表示した上、以降
、表示用セル内個別情報管理データチェインから順次取り出される個別情報管理データが
管理する保存情報のアイコンを、セル域内の同じ縦方向位置上において定めた間隔をおい
て配置表示していく。
【０３５７】
システムは、以上に述べた各個別情報管理データの該当アイコンの配置表示を繰り返した
後、次に取り出された個別情報管理データの該当アイコンの配置表示位置がセル域内の定
めた配置表示領域をはみ出るときは、現在の縦方向位置に対して定めた間隔だけ下方に位
置する縦方向位置上において、以上に述べた方法による保存情報アイコンの配置を繰り返
す。ここで、各個別情報管理データの該当アイコンについて、以上のように定まる表管理
アプリケーション画面３３上の配置位置は、該当の個別情報管理データ内の「アイコン配
置位置部」にセットしておく。
【０３５８】
以上のように求めたアイコン、または特定イメージ、並びに、名称テキストの表管理アプ
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リケーション画面３３上における表示位置は、上記した方法にしたがってディスプレイ画
面２０a上の物理位置に変換され、表示装置２０に送られる。
【０３５９】
１つのアイコン配置欄セルに、上記した複数情報の保存を示す特定記号、または、フォル
ダ表わす特定イメージが表示されている場合、ユーザは、ディスプレイ画面２０a上にお
いてマウス14を用いて同セルに対して第２の特定の指示（例えば、右クリック）を加える
ことによって、同セル内の全保存情報のアイコンを配置表示した特定画面（セル内情報表
示画面）を表示させる。
【０３６０】
システムは上記の第２の特定指示操作を受け、該当のセルについて作成されているセル内
情報管理データを識別した上、識別したセル内情報管理データにもとづいて該当のセル内
の保存情報のアイコンを配置したセル内情報表示画面をディスプレイ画面２０aに表示す
る。セル内情報表示画面は、環境制御プログラムが作成管理する上記した「フォルダ画面
」と同じ画面仕様によって作成されてよい。
【０３６１】
システムは、まず、表示装置２０から受け取ったディスプレイ画面２０a上のマウス１４
の指示位置に基づき、次に述べる方法にしたがって、マウス１４によって指示されたアイ
コン配置欄セルの表上の列位置と列位置とを識別する。
【０３６２】
システムは、表示装置２０から受け取ったディスプレイ画面２０a上のマウス１４による
指示位置を、「表示画面相対位置」としてシステムに記憶されている表管理アプリケーシ
ョン画面３３全体のディスプレイ画面２０a上に対する相対配置位置に基づいて、表管理
アプリケーション画面３３上の物理位置に変換する。システムは、続いて、変換された表
管理アプリケーション画面３３上の物理位置を、さらに、予めシステムにおいて定めてあ
る「論理位置/物理位置対応比」にもとづいて「表示画面内論理位置」に変換する。
【０３６３】
以上のように得られた「表示画面内論理位置」は、さらに、表定義データからポイントさ
れる行区切り位置データと列区切位置データにもとづいて、管理表上のセルの行位置、列
位置に変換される。横方向の位置でいえば、列区切位置データから、区切位置データを順
次取り出し、マウス１４による上記特定指示位置との照合を繰り返せばよい。
【０３６４】
システムは続いて、以上のように識別した該当アイコン配置欄セルの表上のセル位置（列
位置と列位置）に基づいて、そのセル位置と同じセル位置を「セル位置」部に登録したセ
ル内情報管理データをセル内情報管理定義データチェインの中から識別する。セル内情報
管理定義デーチェインを構成するセル内情報管理データを順次に取出し、その中に登録さ
れた「セル位置」と上記指示を与えたセルのセル位置との間で照合を繰り返せばよい。
【０３６５】
ここで、システムは、指示されたセルについて全関連見出し語定義データチェインを識別
した上、識別した全関連見出し語定義データチェインと同じ全関連見出し語定義データチ
ェインをポイントするセル内情報管理データを識別する方法をとってもよい。
【０３６６】
システムは、次に、識別したセル内情報管理データの「名称部」から該当のセル名称を取
り出し、取り出したセル名称をそのタイトルとして表示したセル内情報表示画面２０５を
ディスプレイ画面２０a上に作成する。セル内情報表示画面の例を図４９に示す。
【０３６７】
システムは、続いて、識別したセル内情報管理データからポイントされる個別情報管理デ
ータチェインにもとづいて、該当のセル内に保存されている情報のアイコンをセル内情報
表示画面上に表示する。上記した、１つのアイコン配置欄セルのセル域内における保存情
報の配置表示と同様におこなえばよい。ここで、セル内情報表示画面上において定まる各
情報アイコンの表示位置は、該当の個別情報管理データ内の「セル内情報表示画面上アイ



(78) JP 2016-197427 A 2016.11.24

10

20

30

40

50

コン配置位置部」にセットすることになる。
【０３６８】
なお、セル内表示制御データの設定、変更は、機能メニュー１５０上の設定ボタン１５７
を指示することによって表示される設定メニュー１９０中のセル内表示方法ボタン１９１
を指示することによって表示されるセル内表示方法メニュー１９２に設けた該当するボタ
ンを指示すればよい（図３０（ｂ））。
【０３６９】
ユーザが、アイコン配置欄セルのセル域内に配置表示された情報のアイコンをマウス１４
による第１の特定指示操作（たとえば、左ダブルクリック）によって指示すると、システ
ムは次の手順によって、該当する情報をオープンする。
【０３７０】
システムは、まず、表示装置２０から受け取ったディスプレイ画面２０a上のマウス１４
の指示位置に基づき、上に述べた方法にしたがって、マウス１４によって指示されたアイ
コン配置欄セルの表上の列位置と列位置とを識別する。
【０３７１】
システムは、続いて、以上のように識別したセル内情報管理定義データに登録されている
表示用セル内個別情報管理データチェインから個別情報管理データを順次に取り出し、取
り出した個別情報管理データに登録されている「アイコン配置位置」情報とマウス１４に
よる上記指示位置との間の照合を繰り返すことによって、上記の指示アイコンに対応する
個別情報管理データを識別する。システムは、続いて。識別した個別情報管理データ内に
登録している「全パス名」により該当情報のデータオブジェクトを識別し、識別したデー
タオブジェクトのオープン表示をおこなう。
【０３７２】
識別されたデータオブジェクトがファイル情報である場合は、同指示操作によってファイ
ル情報の内容が該当ファイル情報について新たに設けられた「ファイル情報画面」上に表
示され、環境制御プログラムが、指示されファイル情報の「種別情報」にもとづいて該当
のアプリケーションプログラムを呼び出した上、呼び出されたプログラムがファイル情報
の内容を表示することになる。
【０３７３】
識別されたデータオブジェクトの種別がフォルダである場合は、フォルダ内の格納情報の
アイコンを配置した「フォルダ画面」がデスクトップ画面３０上の適当位置に表示され、
表示されたフォルダ画面上には、該当のフォルダが直接に含むデータオブジェクトのアイ
コンが配置表示される。該当のセル内情報管理データからポイントされるセル内個別情報
管理データチェインを構成する各個別情報管理データの中、その全パス名が該当のフォル
ダの全パス名に含まれる個別情報管理データの該当アイコンを表示すればよい。
【０３７４】
　ユーザが、セル内情報表示画面上において、その上に表示されている１つの保存情報の
アイコンをマウス１４による第１の特定指示操作（たとえば、左ダブルクリック）によっ
て指示すると、システムは、上記した１つのアイコン配置欄セルのセル域においておこな
う方法と同じ方法によって該当する情報を識別した上、オープンする。ただし、マウス１
４による指示位置と各情報のアイコンの配置位置を照合にあたっては、個別情報管理デー
タ内の「セル内情報表示画面アイコン配置位置」を参照するものとする。
【０３７５】
検索条件指定画面１８０において図２３に示したように検索キーワードを指定した例の場
合、まず、上位の階層の表として、図２６に示す表２２０が表示されることになる。図２
６に示す表２２０の各見出し語は、上記したように、キーワードとして指定されたことを
示す特定の修飾が施された表示がおこなわれている。また、この検索出力表２２０に保存
されている各情報に対応して該当のアイコン配置セル欄には、上記した表アイコン２０１
が表示されている。
【０３７６】
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例えば、上記した例においては、検索対象パス名列が「０８￥下￥東京￥ＵＳ￥カーナビ
￥報告書」である情報は、図２６に示す表２２０において、項目名「年度」の見出し語欄
内の見出し語「２００８年」と同一の列上にあり、かつ、項目名「商品」の見出し語欄内
の見出し語「カーナビ」と同一の行上にあるセルに該当することから、該当のセルに上記
の表アイコン２０１が表示されることになる。ここで、上記検索対象パス名列を構成する
各パス名の中、パス名「０８」には代表分類語「２００８年」、パス名「下」には代表分
類語「下期」、パス名「ＵＳ」には代表分類語「米国」が、すでに対応付けられているも
のとする。
【０３７７】
 　以上の手順を経て出力された検索出力表が階層構成をとる場合、ユーザは、検索出力
表に出力した情報を参照するためには、検索全体手順を終えた後に最初に表示される最上
位の表から順次に下位の表を表示させることを繰り返し、階層最下位の表を表示させるこ
とになる。
【０３７８】
ユーザは、階層表において次の階層に位置する表を表示させたいときは、見たい情報に係
わる条件にしたがって、アイコン配置欄４１内の１つのセルを選択し、選択したセルに対
してマウス１４によって第１の特定の指示操作、例えば、ダブルクリックをおこなう。
【０３７９】
　たとえば、図２６に示した表２２０の次に、項目名「年度」について「２００８年」で
あり、かつ、項目名「商品」の見出し語欄内の見出し語「カーナビ」であるような情報が
取り出せる表、すなわち、これらの条件を表上の全て情報が「共通条件」として持つよう
な表を見たい場合、図２６に示した表２２０のアイコン配置欄４１上において、項目名「
年度」の見出し語欄内の見出し語「２００８年」と同一の列上にあり、かつ、項目名「商
品」の見出し語欄内の見出し語「カーナビ」と同一の行上にあるセルを選択し、マウス１
４を用いた上記の特定指示操作をおこなえばよい。
【０３８０】
システムは、上記したセルの選択操作を受け、表データ表示部６５の処理として、図５０
に示す手順をおこなう。同手順では、まず、現在表示されている表（「現在表」とも呼ぶ
）上において上記の特定指示されたアイコン配置欄セルについて、同セルと同一行、また
は、同一列上に配置された見出し語の組み合わせを登録した関連見出し語定義データチェ
インを求める（ステップＥ１）。
【０３８１】
ディスプレイ画面２０a上においてマウス１４による上記特定指示を与えたセルの行位置
、列位置は、マウス１４による指示位置にもとづいて、上記した方法によって求めること
ができる。
【０３８２】
続いて、「現在表」上においてマウス１４による上記特定指示を与えたアイコン配置欄セ
ルについて、全関連見出し語定義データチェインを求める（ステップＥ２）。　「現在表
」上において選択した１つのアイコン配置セルについての全関連見出し語定義データチェ
インとは、階層表の最上位の表に始まり「現在表」の表示に至るまで各階層の表上におい
て選択されてきたセルについて作成された関連見出し語定義データチェインを作成順につ
ないだものの末尾に、「現在表」の上において上記特定指示を与えたセルについて得られ
る関連見出し語定義データチェインをつないだものである。
【０３８３】
本明細書においては、１つの階層表を構成する各階層の表において識別される関連見出し
語列の積をとった集合を「全関連見出し語列」と呼ぶ。１つの全関連見出し語定義データ
チェインは１つの全関連見出し語列に対応して作成されることになる。全関連見出し語列
のイメージを図５１に示す。
【０３８４】
　ステップＥ２は、「現在表」の表定義データの「全関連見出し語定義データポインタ」
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からポイントされる継承関連見出し語定義データチェインをコピーした関連見出し語定義
データチェインを新たに作成した上、その末尾データの連結ポインタに、ステップＥ１に
おいて作成した関連見出し語定義データチェインの先頭データのアドレスをセットする形
でおこなわれる。
【０３８５】
上記の全関連見出し語定義データポインタには、ステップＥ４において後述するように、
階層表の最上位の表に始まり「現在表」の表示に至るまで各階層の表上において選択され
てきたセルについて作成された関連見出し語定義データチェインを作成順につなぐことに
よって得られた継承関連見出し語定義データチェインの先頭データのアドレスがセットさ
れている。
【０３８６】
ここで、「現在表」が階層の最上位の表である場合、上記の「全関連見出し語定義データ
ポインタ」にはデータが設定されていないことを示す初期値が設定されていることから、
得られる全関連見出し語定義データチェインは、該当の最上位の表上において得られる関
連見出し語定義データチェインそのものになる。
【０３８７】
次に、「現在表」の次の下位の階層に位置する表の表定義データを表定義データチェイン
から取り出す。そのアドレスが「現在表」の表定義データの「連結部」にセットされてい
る表定義データを識別すればよい。（ステップＥ３）。
【０３８８】
続いて、取り出した「現在表」の次の下位の階層に位置する表の表定義データの「全関連
見出し語定義データポインタ」に、以上のように「現在表」上の該当セルについて求めた
全関連見出し語定義データチェインのアドレスをセットする（ステップＥ４）。
【０３８９】
　続いて、取り出した現在表の次の下位の階層に位置する表について、その表定義データ
の「全関連見出し語定義データポインタ」からポイントされる継承関連見出し語定義デー
タチェインにもとづいて、上記した「共通条件」を表わす共通条件文字列データを作成し
、次の階層の表定義データに加える（ステップＥ５）。
【０３９０】
「現在表」に対して次の下位の階層に位置する表上においては、「現在表」の全関連見出
し語定義データチェインを構成する各関連見出し語定義データにセットされている項目名
と見出し語文字列の対が、「共通条件文字列」として、該当の表の外部の適当な位置に表
示される。
【０３９１】
各関連見出し語定義データから得られる各共通条件文字列は、予め定めた縦方向先頭位置
から始めて縦方向に予め定めた間隔をおいて配置していく。各共通条件文字列内の項目名
文字列と見出し語文字列は、各々、同じ横方向位置に配置される。
【０３９２】
共通条件文字列を表わす文字列データは次のように作成される。予め、縦方向について最
上行の共通条件文字列の位置、ならびに、各共通条件文字列間の間隔、ならびに、横方向
について、各項目名の位置と各見出し語名の横方向位置とを定めておき、各関連見出し語
定義データから取り出した項目名文字列と見出し語文字列をそのコード情報とする文字列
データを作成し、その位置情報には上記した配置方法に従って求められる位置をセットす
る。
【０３９３】
共通条件文字列を構成する項目名文字列と見出し語文字列を表わす文字列について作成し
た文字列データは、該当の表定義データの「共通条件管理データポインタ」からポイント
される共通条件管理データによって管理される。共通条件管理データの形式を図５２に示
す。共通条件管理データにおいては、１つの共通文字列を構成する項目名と見出し語を指
示する文字列ポインタの対が順次配置される。
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【０３９４】
最後に「現在表」に対して次の下位の階層に位置する表の表示をおこなう。「現在表」の
次の階層に位置する表の表定義データとして取り出され、ステップＥ５において作成した
共通条件文字列データを追加された表定義データにもとづいて、先に図２５に示した表示
手順をおこなえばよい（ステップＥ６）。
【０３９５】
　図２５に示した表示手順においては、現在説明している操作例の場合、ステップＭ２に
おいて、上記した表定義データに管理されるセルデータチェインの各セルデータ内の文字
列データポインタ、ならびに、各見出し語欄定義データの項目名文字列データポインタに
よって取り出した文字列データに加え、共通条件管理データによって管理されている文字
列データも加えてディスプレイ画面２０a上に表示することになる。
【０３９６】
検索条件指定画面１８０において図２４に示したように検索キーワードを指定した場合に
作成される階層表において、例えば、検索対象パス名列が「０８￥下￥東京￥ＵＳ￥カー
ナビ￥報告書」である情報を見たい場合、まず、上位の表である図２６に示す表２２０上
において、項目名「年度」の見出し語欄内の見出し語「２００８年」と同一の列上にあり
、かつ、項目名「商品」の見出し語欄内の見出し語「カーナビ」と同一の行上にあるセル
を選択することによって、図２７に示す表２３０を表示させることになる。ここで、上記
検索対象パス名列を構成する各パス名の中、パス名「０８」には代表分類語「２００８年
」、パス名「下」には代表分類語「下期」、パス名「ＵＳ」には代表分類語「米国」が、
すでに対応付けられているものとする。
【０３９７】
図２７に示す表２３０の共通条件は、項目名「年度」について「２００８年」、かつ、項
目名「商品」について「カーナビ」であり、この共通条件を表わす共通条件文字列は、図
２７に示すように、該当の表２３０の上側の右寄り位置に配置される。
【０３９８】
表示させた図２７に示す表２３０において、上記した検索対象パス名列の情報は、項目名
「仕向け」の見出し語欄内の見出し語「米国」、ならびに、項目名「期別」の見出し語欄
内の見出し語「下期」と同一の列上にあり、かつ、項目名「支店」の見出し語欄内の見出
し語「東京」と同一の行上にあるセル内に表示されるアイコンとして識別することできる
。
【０３９９】
　ユーザが、セル内情報表示画面において、１つの保存情報のアイコンをマウス１４によ
る第３の特定の指示操作（例えば、左クリック）によって指示した上、該当の表管理アプ
リケーション画面３３の外部に設けられた１つのフォルダにドラッグすると、システムは
次の手順をおこなう。
【０４００】
システムは，まず、セル内保存情報表示画面上において指示されたアイコンに該当する個
別情報管理データを上記した方法によって識別した上、識別した個別情報管理データの「
名称部」登録文字列を、該当するセル内情報管理データの「名称部」登録文字列につなげ
ることによって第２の名称文字列を作成する。
【０４０１】
ここで、該当の個別情報管理データの「名称部」登録文字列とセル内情報管理データの「
名称部」登録とは、上記した第１の分離符と異なる第２の分離記号を挟んで接続するもの
とする。たとえば、名称が「報告書」である情報が、名称が「２００８年―下期－東京―
米国－カーナビ」であるセルに格納されている場合、上記第２の分離記号をたとえば、「
＝」とすると、第２の名称文字列は、「２００８年―下期－東京―米国－カーナビ＝報告
書」として作成される。
【０４０２】
次に、システムは、該当の個別情報管理データ「全パス名」登録文字列にもとづいて該当
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情報のデータオブジェクトを識別した上、識別したデータオブジェクト管理データ内の「
名称部」を上記の第２の名称文字列によって更新した上、データオブジェクト管理データ
内の「全パス名」も更新した「名称部」に基づいて更新する。
【０４０３】
システムは、続いて、ドラッグ先フォルダを上記した公知の方法によって識別した上、以
上のようにデータオブジェクト管理データを更新したドラッグ対象の情報をドラッグ先フ
ォルダに格納する。上記したようにドラッグ先フォルダの全パス名に該当のデータオブジ
ェクト管理データ内の「名称部」登録文字列を、第１の分離符を挟んで接続して得られる
新しい全パス名によって、該当データオブジェクトの全パス名を更新すればよい。
【０４０４】
　なお、本発明は、上記した本発明の機能を実現するためのプログラムまたはソフトウェ
アを用いる。かかるソフトウェアは、任意の媒体を介して、たとえば蓄積媒体あるいはオ
ンライン等により本発明のシステムにインストールされ得るものである。したがって、本
発明を実施するためのソフトウェアを格納した蓄積媒体を業として譲渡する行為や、該ソ
フトウェアをオンラインでシステムにインストロールする行為等は本発明の実施の一形態
である。
【符号の説明】
【０４０５】
１２　　キーボード
１４　　マウス
１６　　内部メモリ
１８　　外部メモリ
２０　　表示装置
２４　　ＣＰＵ
２７　　通信装置
３０　 デスクトップ画面
３１　 メインメニュー
３２　 プログラムメニュー
３３　 表管理アプリケーション画面
３５　 プログラムボタン
４１　 アイコン配置欄
４２　 横方向見出し語配置欄
４３　 縦方向見出し語配置欄
４５　 共通条件文字列
５０　 情報記憶部
５１ 　検索対象指定部　
５２   項目別分類語識別部　
５３　 検索条件入力部
５４　 出力表作成部
５６　 項目別分類付け付与部　
５７　 セル内出力情報対応付け部　
５８　 出力表表示部
８１　　 文字入力ボタン
８２　　 罫線ボタン
９４　　　実行ボタン
１０１　項目別分類語列　選択画面
１０２　項目名記入欄
１０３　除去指示欄
１０４　所属フォルダ全パス名表示欄
１０５　分類語表示欄
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１０６　次ボタン
１１１　項目別分類語列　マージ指示画面
１１２　マージ指示欄
１１３　項目名表示欄
１１４　フォルダ全パス名表示欄
１１５　分類語表示欄
１１６　実行ボタン
１１７　終了ボタン
１２１　同義語対応付け画面
１２２　分類語表示欄
１２３　代表同義語ボタン
１２４　追加記入ボタン
１２５　実行ボタン
１２６　終了ボタン
１５０　 機能メニュー
１５１　 表作成ボタン
１５３　 保存ボタン
１５５　 検索ボタン
１５７　 設定ボタン
１５８　 外部データ入力ボタン
１５９　 ソートボタン
１６０   フォルダ画面
１６１　階層設定ボタン
１６２　階層設定メニュー
１６４　単一階層ボタン
１６４　複数階層ボタン
１６６　自動決定
１７１　フォルダを表わすアイコン
１７２　フォルダ名称を表わす文字列
１７３　ファイル情報を表わすアイコン
１７４　ファイル情報名称を表わす文字列
１８０　 検索条件指定画面
１８３　 キーワード指定欄
１８５　 項目名欄
１８７　 実行ボタン
１８９　 表変換ボタン
１９０　 設定メニュー
１９１　 セル内表示方法ボタン
１９２　 セル内表示方法メニュー
１９４　　順次配置ボタン
１９５　　先頭情報
１９６　　フォルダ表示
２０１   「表」を表わすアイコン
２０２　　フォルダを表わす特定イメージ
２０５　 セル内情報表示画面
２１０   外部データ指示画面
２１１　　実行ボタン
２１２　　キャンセルボタン
２２０　上位階層の表
２３０　下位階層の表
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